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閃辿デー タの一 元化による酪農経')苔；支援}j法の検註

畜産プロジェク トの発堀 ・形成及び儀良化に つ いて（その 1)

前進する肉）11'1 →•の 1花地「ながさき」
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Im究所だより（本文15頁~16頁） l 

D
 開かれた畜産試験場を目指して

山形県立畜産試験場
. " ... 

月しい畜産試験場の本館

平成 5• 6年度に導入されたスーパーカウ

平成4年度に作出された出羽路どり
（オーストラロープ6X白色レグホン辛の
F昇 X白色コーニ ッシュ6 ) 

牧草収穫作業

超音波診断装置による早期妊娠診断

搾乳ユニ ット自動搬送装置等を備えた
省力管理乳牛舎



＇ 地域の動き（本文35頁~37頁） l 
前進する肉用牛の産地
「なかさき」（長崎県）

長崎県の離島は、和牛の生産地。写真は、五島列島
の小値賀島での放牧。

” 

号。

経営再開のための牛舎建設。後では雲仙普賢岳に火
砕流が発生（平成 5年4月）

牛若丸号の検定牛の枝肉。検定牛の平均は、

BMS3 .3、ロース芯面積56cm'o
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肉質と肉量を兼ね備えたスーパ一種雄牛「牛若丸」

長崎県では、イタリアンライグラス、ソルゴー、
卜

ウモコシなど飼料作物が6,752ヘクタール作付けさ

れている。
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畜産学研究と国際協力

渡遷誠喜
(SEIKI 
WATANABE) 
東京農業大学教授

社）日本畜産学会会長

国連の人n白書によれば現在の地球上の人口は57億5千万人て", 1日約23万5千人ずつ

増えつずけ， このペースて‘‘は11-12年て''10億人増え， 21世紀半ばて‘‘現在の 2倍に達する。

人類が健康て‘‘安全な生活を営むための食積確保は地球的規模て‘‘達成しなければならない

課題てある。いうまてもなく食糧生産は動 ・植物生産を基盤とし，中ても畜産物は高品

質て，植物性食品て‘‘不足しがちな栄焚索の供給源として大切な役割を担っている。

畜産学研究としては，碁礎研究と応用研究とがあるが，基礎研究は諸外国て‘‘培われた

研究成果に上乗りすることなく，我が国独自の研究成果を挙げなければならない。それ

が為には，それ相応の施設と費用を必要とする。國や民間に於ける研究費の一層の充実

が望まれる。一方，畜産現場に即した応用研究が重要なことは言うまてもないが，問題

はこれら応用研究成果の評価て‘｀ある。大学などては学位取得や自己評価と称して論文数

が重要視されてきており，応用研究成果はどちらかといえば論文扱いになり難たい。従

ってこれを正当に評価すべきある。また，甚礎研究と応用研究の両者を連係させる中間

技術者の養成が極めて重要て｀ある。これらの事柄が解決されなければ，実学としての畜

産学の役目は果たせないものと思われる。

一方，熱帯から亜熱帯の発展途上国には人口も多いが， また多くの家畜が飼われてい

る。アジアては，世界の牛の31%, 水牛の97%, めん羊の56%, 豚の50%, 鶉の40%,

アヒルの87%が飼われている。これら家畜の中には極めて優れた遺伝索質，例えば，多

産性，耐暑性，抗病性，乾燥に強い耐乾性，嵩飼料利用性など，を保有しているが， そ

の反面生産性が比較的低い。これら特性の内，例えば，耐暑性を支配する迫伝子などは

特定の動物においてはゲノム解析が進んており， その結果から比較的単ーな遺伝子とし

てとらえられつつある。そこて‘ヽ，熱帯から亜熱帯地域て育種された家畜の特性を生かし，

これに温帯地域の家畜の高生産性を従米の育種法あるいは遺伝子工学的テクニックを用

いて導入することが大切てある。この様な観点に於て，アジア地域に飼われている家畜

唸めて貴重て‘‘， これらの特性を生かす方策を構ずるよう， これら地域の畜産技術者と

漣帯し，在来技術を保持させつつ集約的畜産技術の普及・畜産学の最先端技術の伝授と

その普及に勤め，国際協力の一翼を担うべきてあろう 。

•• .、::・ ~. ~" ..、~,·.. ,'、.'。 `

畜産技術 1995年10月号。
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生乳の残留抗生
物質検査におけ
る偽陽性反応出
現の原因と対策

岡田雪男(YUKIOOKADA) 
島根県家畜衛生研究所

R 釦産技術 1995年10月号

- -

l . はじめに

生乳中に残留する抗生物質製剤等の検査方

法としてペーパーデイスク法（以下， PD法と

略す）が確立されており， このPD法は簡便性

や検出感度等から乳業会社等の牛乳処理施設

て‘原料乳受け入れ時に広く応用されている。

しかし，抗生物質製剤等をまったく投与して

いない乳牛から搾乳した牛乳にもかかわらず，

PD法による検査て‘‘陽性反応を示す事例が各

地て発生し，問題になっている。

PD法は Bacillusustearothermophilusの

発育を被検乳が阻止するか否かを指標とする

微生物学的検定方法てあることから抗生物質

以外の細菌発育抑制物質によっても楊性反応

が出現する可能性があるが，牛乳のPD法検査

て‘‘抗生物質製剤と類似反応を引き起こす原因

についてははとんど検討されておらず不明な

点が多いのが現状てある。

著者は， 1982年に島根県て発生した事例I:

端を発して， その原因，発生要因等を明らか

にし，さらに，抗生物質製剤等と生体由来の抗

菌性物質との簡便な鑑別法を検討し確立し1:。

も 材料および方法

材料：検査に供試した生乳は， 1982年から

1986年に成分的及び衛生的な乳質検査の且肘

て‘‘島根県家畜畜産物衛生指導協会生乳検査廂

に搬入された中から， 648例（合乳509例，固

体乳139例）を供試した。 また，対照としてぺ

ニシリン (PC), オキシテトラサイクリン

(OTC)およびタイロシン(TS)の3種頷の抗

生物質を用いた。乳清の性状検査の比較1:月

いたラクトフェリン (Lf)およびリゾ
ミチーム

(Ly)は人乳由来Lfと卵白由来Lyを供試し払

方法 ：乳汁中細胞数の測定はフ
，'リード法，

PD法は国際酪農連盟(IDF)の方法に準じ，Lf

旦は単円免疫拡散法， Ly量はCHADANらIJ)

方法により測定した。トリプシン処理は0.5%



,jプシン溶液0.2mlを被検乳 1mtに添加し

窪温て'10分間作用させた後，抗菌活性をPD

!(検査した。

t発生原因の調査と検索

I)野外調査およびPD法陽性乳性状調査

翻調査成績： 生乳540例のPD法陽性反応

油現頻度は表ー 1に総細胞数を10万個/mR,

出：区分して示すとおり， 55例 (10.2%) に

閤反応が認められたが，総細胞数が多い乳

讃ど高率に認め られた。特に，総細胞数を

譴 Im只て‘‘区分 して比較すると， 31万個／

咀上の生乳の陽性率 (19.7%) は有意に高

:＇った。 また，生乳96例の総細胞数を 5段階

砂して細胞の種類と PD法陽性率を比較

J、‘成績は表ー 2に示すと おり，総細胞数の

馴：ともない，多形核球数の増加が著明て・・,

鳴性反応出現率も 高率てあった。

PD法陽性乳と陰性乳の性状調査：生乳の

随作用を全乳，乳清，透析乳清および濃縮

訳 PD法により比較した成績を表ー 3に

如1直径て示 した。全乳，乳清および透析

植の阻止円の直径には大きな差はみられな

汎濃縮乳清の直径は拡大し，全乳て‘阻止

輝成が認められなかったNo.1およびNo.4 

,: も阻止円が形成された。加熱処理， トリフ°

シン処理によ る濃縮乳清と抗生物質の阻止円

賤化を表ー 4および表ー 5に示 した。

叡0分加熱より 2例は阻止円が消失し， 8 

りは直径が縮小したが， PCては変化なく，

OTC!: TSては若干縮小した。 トリフ シ゚ン処

酌J.,i嘉縮乳清の阻止円は形成されなかっ

↓、'岐生物質には変化は観察されなかった。

□外調査および乳汁の性状調査からPD法
翫
応は細胞数の増加にともなって抗菌性

情ヵ団し汁中に産生されているかあるいは増

〗してし‘ る‘
.... とが推察された。この抗菌性物

恥礼清，透析乳清にも存在し，抗菌作用は

婚：ょ
り増強された。濃縮乳清の抗菌作用

は加熱処理に対 しては一部抵抗性が認められ

たが， トリプシン処理て‘‘は全例消失した。し

かし，抗生物質製剤の抗菌作用にはトリプシ

ン処理による変化は認められなかった。以上

表 1 乳汁中総細胞数とPD法陽性反応出現頻度の

関連

細胞数 検査例数陰性例数陽性例数陽性率（％）

~ 10万 107

11~ 20 105 

21~ 30 99 

106 

102 

93 

1

3

6

 

〇.9

2.9 

6.1 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
,Jヽ言t 31 I 30 I I O 3 . 2 

--疇.----. -----------------. ―------------------------------------------
31~ 40 69 64 5 7.2 

41~ 50 38 29 ， 23.7 
51~ 60 26 23 3 II .5 

61~ 70 25 21 4 16.0 

71~ 80 16 15 6.3 

81~ 90 II 10 I 9.3 

91~100 7 4 3 42.9 

101~500 34 18 16 47.9 

501~ 3 

゜
3 100 

4ヽ計
..o..;; 
ロct

229 184 45 19.7 

540 485 55 10.2 

表 2 総細胞数別による細胞の種類とPD法陽性数

総細胞数 例数 多形核球数 単核球数 PD法陽性数

(10'個/ml) (Iが個/ml) (10'個/ml) （陽性率）

0~10 31 I 5土1.3 3.4土2.4 5(16. I) 

11~50 21 13.8士10.6 13 8士7.5 8(38. I) 

51~100 19 45. 7土15.4 27 .6士9.1 13(68.4) 

101~500 21 155.8士62.7 49 I土19.9 19(90.5) 

>501 4 502, 7土136.4 189.8土59.7 4(100.0) 

平均値士標準漏差値

表 3 全乳と乳清の阻止円の比較

No 全乳 乳清 透析乳清 濃縮乳清

10.0 10.0 10.0 12.2 

2 12.5 12. 7 11. 9 14.0 

3 10.6 11.0 10.5 13.8 

4 10.0 10.0 10 0 12.4 

5 11.8 11.4 11.2 17. 3 

6 11 .9 12.0 12.0 16.9 

12 .8 13.4 13. 2 17 .2 

8 11. 9 11 .2 11.8 17 .3 ， 12.8 12.5 11. 9 20. 7 

10 12.3 12.4 11.8 18.2 

II 12.0 11. 7 II .5 18.3 

12 13.2 13.2 12.8 13.5 

13 13.2 12.9 12.8 16. 7 

14 10.0 12.0 11.8 17 .5 

15 11.6 11. 7 11. 7 17 .3 

平均値 12.2 12.1 11 .9 16. 2 

最低 10 0 10.0 10.0 12.2 

I I I I 
最高 13.2 13.4 13.2 20. 7 

単位： mm (阻止円直径）

畜産技術 1995年10月号。



の結果から抗菌性物質は，乳清に存在し，若

干の耐熱性があり， トリフ シ゚ンにより失活す

る物質てあることが推察された。

2)乳汁中総細胞数，ラクトフェリン量， リ

ゾチーム量およびPD法陽性反応の関係

表ー 4 濃縮乳清の加熱処理試験

処理後

No. 処理前 80℃ 60分 121℃ 15分

16.9 10.7 

2 17.2 15.4 

3 17.0 11 .0 

4 19.8 14.2 

5 18.2 14.4 

6 16.0 

7 18.3 11. 7 

8 13.5 ， 17.5 12.5 

10 17.3 13.2 
ー一~．．響暑··------------- .. ----

PC 21 .9 21 .5 

OTC 22.9 15.3 

TS 20.5 17.0 

単位： mm (阻止円直径）

表ふ 濃縮乳清のトリプシン処理試験

処理後

No 処理前 10分 20分 30分 60分

16.9 

2 17.3 

3 19.8 

4 18.2 

5 16.7 

6 13.5 

7 18.2 

8 18.3 ， 17.5 
10 17.3 

PC 21 .2 21 .4 21. 7 21. I 21 .4 

OTC 22.0 21 .9 22.2 22.4 22. I 

TS 20.0 20.5 20.7 20.9 19.8 

単位： mm (阻止円直径）

表 6 阻止円の直径と総細胞数、細胞の種類、ラク

トフェリン量およぴリゾチーム量の比較

阻止円 例数 総細胞数 多形核球数 単核球数ラクト7ェリンリゾチーム

(mm) (10'個/ml) (10囁/ml) (I『個/ml) (mg/ml) (μg/dl) 

10 47 25.9土34.4 13.3土22.4 11.0士11.60.27士0.09174.3士110.0
11 15 61.3土81.441.0土62.721.2士21.20.38士0.14280.8士148.6
11 13 80.8士59.557.6土50.227.3土14.1 0.53士0.13253.0士190.3
13 5 142.8士84.899.7土67.943.1土10.30.72土0.19424.0士130.3
> 14 15 331.2士255.0248.3土181.082.9士79.4o. 76土0.28428.0土274.7 

平均値士標準偏差値

〇 畜産技術 1995年10月号

乳汁中の総細胞数， Lf量およぴPD法阻止

円の関連：生乳108例の総細胞数， Lf籠およ

びPD法阻止円の関係を図ー 1に示した。細胞

数の増加にともないLf益が増加し，細胞数が

51万個/mR,以上の乳汁て‘‘は有意に高値てあり，

PD法陽性反応も細胞数， Lf祉の増加にとも

ない高率に認められ， しかも阻止円直径も拡

大する様相を呈した。

阻止円直径と総細胞数，多形核球数， Lf量

およびLy量の比較：生乳95例のPD法による

阻止円直径にもとずいて区分した総細胞数，

多形核球数，単核球数， Lf量およびLy蘭は

表ー 6に示すとおり，阻止円直径の拡大にと

もなって，核項目の値とも増加傾向が認めら

れた。阻止円直径10mmに比較して直径llmm以

上ては総細胞数，多形核球数および単核球哀

は有意に高く， Lf屈は直径12mm以上， Ly蘭Ii

直径13mm以上ては有意に高い値てあった。

以上の成績から， PD法による陽性反応は乳

汁中の細胞数の増加にともなって増他しt:

LfとLyが関与しているものとみなされた。

3) B. stearothermophiluに対するラクト7

ェリンおよびリゾチームの抗菌作用の検討

比濁法による抗菌活性の比較： PD法によ

る検定菌てある B.stearothermophiluを僧

殖用液体培地て｀培蓑し， この培養菌液に濾過

滅菌したPD法陽性透析乳清陰性透析乳情，

人由来Lf,卵白由来LyおよびPC浴液を鱈

して経時的に吸光度(OD値）の変化を測定し

て抗菌活性を比較した。 Ly添加のOD値1n

総細胞数 ラクトフェリン量mg/ml

~10 abc 0/29 
10mm 

11-50 deh 2/15 11 

51~100 adf 7138 11~12 

101~500 bgh 12/23 11~14 

3/3 14~15 >500 

0,5 , , , , cf,16~ 
. p<o.001 

平均値の有意差検定；同記号間 (a-a,b-b,c-c,d-d,e-e,f-f,g-g)'

(h-h) ; P<0.01 

図ー 1 乳中の総細胞数とラクトフェリン量およびPD法



艤後に急激に低下して，添加前OD値の50%

祁逹し， 3時間後には30%台になったが，

筏）後は変化はなかった。 Lf添加ては 1時間

役1:80%台に， 3時間後には70%に低下した

が，その後は変化はなく推移した。 PC添加て‘‘

,!! 時間後に85%に低下したが， その後は変

Itは認められなかった。透析乳清添加ては，

謹乳，陽性乳とも 1時間後に85%に低下し

（両者に差は認められなかったが， 3時間後

打墳：性乳は78%に隔性乳は68%に低下し異

t；った推移を示した。これら物質の抗菌作用

ふ卵白由来Lyが最も強く，次いて下易性乳

記人由来Lf,陰性乳清， PCの順に弱かった。

B.stearothermophilusの形態変化：比濁

没じよ る抗菌活性の比較と同様の方法て‘‘抗菌

物質を作用させた後，遠心分離により集菌

してネガティブ染色により透過型電子顕微鏡

〈聰変化を観察した。無添加対照は細胞壁，

耗細胞質とも明瞭て‘‘一部には芽胞も観察

されたが， Ly添加ては細胞壁，鞭毛は消失

し，細胞質が流出するなど菌体の破壊がうか

阪る変化が， PC添加ては細胞壁の一部欠

胤鞭毛消失，細胞質の無構造化， Lf添加て‘‘

埴体の膨化，鞭毛消失，細胞壁の粗造化，細

顎の変性と無構造化等の変化が観察された。

譴性乳清添加例ては菌体の膨化，鞭毛消

尻，細胞壁の一部粗造化，細胞質の変性など

Lf添加に類似した形態変化が観察された。

うラクトフェリンとリゾチームの抗菌作用：

人由来Lfと卵白由来Lyの各濃度のものを

崖慧してPD法を実施した結果， Lfは0.5mg/

II, Lyは5μg/m.eの濃度て阻止円が形成され

、。また，Lf濃度0.5mg/ m.eとLy濃度0.05mg/

動混合してPD法を実施した結果，それぞれ

籍の阻止円より混合液による阻止円が大き

（なる ことが認められt・
~ ,PO法陽性反応の鑑別法と防
上対策

翻法： PD法による陽性反応が抗生物質

製剤と生体由米のLfおよびLyにより出現す

ることから，両者の鑑別法の検討を実施した

結果，前述したように加熱処理て‘‘は一部に阻

止円直径が縮小するものの消失はしなかった。

しかし， トリフ゜シン処理ては抗生物質製剤に

よる阻止円には変化は認められなかったが，

乳清による阻止円は全例消失したことから，

抗生物質製剤を投与していない牛から搾乳し

た生乳のPD法による検査て‘‘陽性反応が出現

した際には，被検乳をトリフ゜シン処理するこ

とにより鑑別が可能てあるとみなされた。ま

た，本法は操作が簡便てあり，より正確な成績

が得られ検査成績に高い信頼がもたれることか

ら野外における応用性は高いものと思われる。

防止対策：生乳のPD法によ偽陽性反応は，野

外調査や生乳等の性状調査から乳汁中の多形

各細胞（白血球）数の増加にともなって増拭し

たLfとLyにより出現することが明らかにな

った。生乳中の白血球数の増加の主たる原因

は乳房炎て‘‘あることから，乳房炎に対する防

衛反応として生体の非特異的防御物質て‘、ある

LfとLyが乳汁中に増祉して陽I:生反応を出現

させる。従って，抗生物質製剤を投与してい

なにもかかわらずPD法て平易性反応を示す生

乳には乳房炎由米の乳汁が混入していること

が考えられ，対策としては牛群内の乳房炎罹

患牛のチェックを綿密に行うことて‘‘乳房炎乳

の混入を防止することが重要て‘‘ある。

参考文献
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言志， 39(2) ,97-101,1996. 
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（平成 6年度優秀畜産技術者表彰業績）
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近年，乳牛の飼料給与技術は，高泌乳へ向

けた内外の知見が蓄積され，合理的な方法が

普及されつつある。

わが国においても昭和51年乳量5826kgt、ゞつ

たものが，平成 5年8145kgに上昇している叫

しかし分娩間隔は， 403日， 406日と泌乳薗0

改善に比較し，短縮は認められていない。

アメリカても同様の傾向を認め，受胎串66

％が50%前後まて‘‘低下していると報告されて

いる。これは未経産牛ての受胎率低下が認め

られていないことから，乳醤が増加したこと

による経産牛への影響と考えられている叫

そこて‘我々が現在まて‘飼料給与と繁植性I:

関する試験にとり組んだ成績を概括し，問題

点を整理したのて報告する。

泌乳牛の飼料給
与と繁殖性

江藤哲雄(TETUOETO) 
千葉県畜産センター

泌乳牛の初回発情回帰の重要性

乳牛は分娩をはさみ，代謝，生理が檄変す

る時期て‘ヽ，繁殖生理上，分娩→子宮回復遠

情再開→排卵→黄体形成と，めまぐるしく変

化する。それ故各々の現象が何によってもt

らされるかを究明することは容易てなく， t

くに繁殖性にかかわる性腺刺激ホルモン分泌

と代謝生理との関連については未解明の紛

も多い。現象的に乳牛の受胎を左右している

最大の要因は，表ー1に示すように，初囮排胤

の時期と考えられる 3)。本テ‘‘ーターは，初産ホ

）レスタイン種（系） との限定はあるもの(J),

分娩後25日以前に初回排卵を認めた群は，受

表ー 1 初回排卵の出現で分類した牛群の繁通状況

初回排卵日 Total 

25日以前 25日以降------38 24 
62 

35 (92%) 17 (71 %) 52 (s4%l 

130土50 149士61
138士54

16 6 
22 

20 

出現頭数

受胎頭数

空胎期間

空胎日数分布~120

121~180 

181~ 

不受胎

3

6

 3
 

4 10 

10 
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衷ー2 p値の推移の区分別の主な成績

区 分 IタイプA タイプB タイプC タイフD
項目

数 19 17 15 

頭 数 17 13 ， 
受 胎 率（％） 89 76 60 57 

a涸散（受胎に要した） I. 9 1.6 1.3 2. 3 

り回授楕日数 62 65 89 88 

ニ均乳 量(kg) 21 3 21.4 23. 4 21. I 

r. 脂 率（％） 3.91 3. 79 3.88 4.00 

＇大体重；咸 (kg) 46.6 39 I 40.9 47. 9 

牌92%と高く，空胎期間130日と短かかっ

t:。しかし初同排卵はほとんどが，無徴候て‘‘

恥たことから，頻繁に直腸検査を実施する

必要があり実用的て‘‘ない。現在我々は排卵後

，：杉成される黄体に着□し，血中 ・牛乳中て‘‘
晴体ホルモン測定を実施しつつある。 この

韓ても，表ー2' 図ー 1に示すように同様な

課を得ている。なお初回排卵は，すべて黄

籾成を伴うとは限らず，タイフODにみられ

以うな異常推移の原因が，卵胞または黄体

筍種によるもの4)かも検討する必要があろ

J。

滴後の初回排卵に関与する内分
泌・子宮の要因

磯後の初回排卵を早期に実現するには，

¥'bゆる分娩後の繁殖機能回復を完全に，早

恥鯰 ことが前提となる。繁殖機能回復と

ふ内分泌系を中心とした視床下部→脳下垂

！こjt" ,: ~,~:~,sffla>~, は芯

J ,, /A 

図1 p値のタイプ別の区分例

L.._ 

体→卵巣に係るシステム系と，物理的な子宮

回復等が完了することを意味している。これ

ら内分泌系と，生殖器官は相互に複雑に関連

しているが，卵巣を中心とした器官の主感作

が（内分泌系の正常分泌性を含む）子宮等副

生殖器官に副次的に感作を及ばしているもの

と想定している。具体的臨床，現場ては，卵

巣に不完全な黄体または，卵胞優位の状況が

続行することは，子宮の環境等に悪影饗等を

もたらす例が多い5)。これらのことから分娩

後の繁殖機能回復を考慮するには，内分泌系

の回復を碁礎に，発情周期を経過するに従い

子宮等副生殖器の回復が引き起こされるもの

と考えることが妥当てあろう。

分娩後の初回排卵は，泌乳等に要するエネ

ルギーの充足と相関することが報告されてい

る6,7)。従前はこの関係は，分娩後20日て` 有意

てあるといわれたが，最近の報告て‘‘は 2週間

目という早期に確立されることがいわれてい

る。しかしこの時期は，はとんどの泌乳牛に

おいて栄養バランスは常に負てあるが，最低

値から，回復後約10日前後に排卵が起るとい

われている 6)。これらのことから負のエネル

ギーバランスの程度が大きくないことと，最

低値からの回復時期が分娩後の初回排卵ま て‘‘

期間に大きな影響を与えるものと考えら れる。

エネルギー補給のための飼料給与

方法

これらのことから，一般的には飼料のエ才、

ルギー含量を闇める手段が講 じられやすい。

しかし穀類比率を高めた飼料給与ては，粗飼

料絶対雇の不足が生 じ，繁殖性にも大きな影

響が生ずる。直接的な現象と し，表 3に示し

たように，排卵遅延が観察され列さらに消化

器疾病等飼料の採食性低下を引き起し易い障

害の多発が認められている（表 4)。乳牛の飼

畜産技術 1995年10月号、9



表ー 3 粗飼料給与水準別排卵遅延発生状況

粗飼料給与

水準 10% 20% 30% 40% 計

発情状況

調査した発情の数 35 14 28 12 89 

同上の実頭数 ， ， 8 ， 35 
排卵遅延した発情の数 18 3 6 I 28 

同上の実頭数 5 I 2 I ， 
排卵遅延した牛の受胎頭数 5 I I I 8 

表ー 4 消化器病・代謝病の発生状況（％）

試験区 粗飼料給与水準 総

供試頭数 10% 20% 30% 40% 
計

疾病名 25 59 60 21 165 

食欲不振 52.0 28.8 33.3 23.8 33.3 

不 痢 56.0 22.0 30.0 

゜
27.3 

食 滞

゜
10.2 8.3 

゜
6.7 

鼓 脹 28.0 5. I 

゜゚
6. I 

ケトージス 16.0 8.5 8.3 23.8 11 .5 

ケ 卜 ン症 28.0 22.0 26.7 28.6 24.8 

胆 石 症 24.0 16.9 11. 7 

゜
13.9 

表ー 5 高泌乳時対応の飼料給与が

繁殖に及ぼす影響

飼料内容 CP水準＆溶解性 配合飼料の澱粉質 II太ルキ-•じ

15% 18% 焼大豆 トウモロコ・ン 大麦 mかり?;,.

頭数 n=25 n=28 n=28 n= 13 n=29 n= 14 
項目

発情回 57. 6 58. I 55.6 55.6 53.5 59 .4 

帰日数（日） 士22.3 土17I 土182 土16.0 士11.8 士23.4 

受胎率 23/25 19/28 24/28 6/13 24/29 9/14 

(%) 92.0 67. 9 85 7 46 2 82.8 64. 3 

空胎 114 126 133 126 103 102 

日数（日） 士42 土43 土51 士32 士40 士49

受胎に要した 2.1 2. I 2.2 1.8 2 .0 1.8 

種付け回数（回） 士I.4 士1.0 士I.I 土I2 1.0 土I.I

料採食旦は，個体により良否があることを

我々はよく経験するが， このメカニズムは明

確て‘‘ない。しかし粗飼料の構成，粗飼料の細

断等物理的処理，粗飼料と濃厚飼料の比率，

飼料の給与回数，飼料の混合調整等により採

食量は増加するといわれ， これら飼料給与技

術の改善を図り，栄養補給を可能な限り増大

させることての，低栄養感作からの脱却を早

期に実現させるてだてが最も大切てあろう。

一方飼料の適正構成のなかては種々の高エ

ネルギー化のてだても有効てある。現在配合

R 畜産技術 1995年10月号

飼料原料中て‘‘主要な原料は， トウモロコシ，

大麦が主体を占めている。この両者は，沿粉

質の構造，第 1胃内醗酵性の相違があるとい

われている。そこて｀トウモロコ、ンを圧押した

フレークと，大麦の加熱圧ペンを主体とした

飼料給与の繁殖性に与える影饗について検討

した（表ー 5)。大麦区は， トウモロコシ区に

比較し，分娩後早期に黄体機能が充実し，受

胎率が高く，初回の発情回帰日数，空胎8数

が短くなる傾向を示した叫

これは第 1胃内てのデンプン質の醗酵性IJ)

違いと，後述する飼料中粗脂肪供給盤の差1:

起因する可能性が考えられた。

近年穀類に比較しエネルギー含量が2倍篇

い脂肪酸カルシウム塩の利用が図られつつあ

る。この利用が繁殖性に与える影響について，

パーム油脂肪酸カルシウム300g給与につい

て検討した（表ー 5)。本試験て｀も泌乳籠の増

加，低蛋白質乳が他の報告と同様に発現し101,

繁殖性の向上傾向は認めらられなかった叫

これは脂肪酸カルシウム給与による増乳効果

が，エネルギー充足向上に結びつかなかっt:

ことが主要因と考えられた。 しかし海外てIi

効果を認めたとの報告20)や，我々の知見ても，

分娩後50日まて‘‘て，給与方法，飼料構成を考

應したときに受胎率が83%と良好な結果が得

られている 11)(表ー 7)。又脂質添加により血中

コレステロール値の上昇が著明てあることか

ら，過剰排卵成績て‘‘正常卵13,14),回収卵数12)の

向上を認めたとの報告もあり，今後飼料椙

成・給与時期を含め詳細な検討も必要と考i

られる。

分娩後の体重変動と受胎性の関連

実際の乳牛飼養の現場ては，エネJ
レギー充

足の程度は，体重の変動により的確にボ
され

る。体重が減少している時期は，採食により



衷ー6 第4胃変異、ケトージス、乳房炎等の

疾病が受胎におよぼす影響

疾病牛 健康牛 Total 

隷 12 50 62 

釉頭数 9 (75%) 43 (86%) 52 (84%) 

鴨期間 172土31* 131士55** 138士54

分布~120

゜
22 22 

111~180 6 14 20 

181~ 3 7 10 

和受胎 3 7 10 

*、＊＊間に 5%で有意差あり

表ー7 脂肪酸カルシウムの給与と繁殖成績

区分 1期 II期

項且 大麦区油脂区 油脂A区油脂B区大麦C区

受胎頭数／試験頭数 12/13 9/13 10/12 6/9 8/11 

受 胎 率 92% 69% 83% 67% 73% 

受胎日 数 113日 102日 91日 86日 94日

籾回授積日数 64日 69日 74日 89日 82日

tt: I期分娩後I00日まで

脂肪酸カルシウム乾分中 3%

大麦比率減少（置き換え）

II期 A 分娩後50日まで

脂肪酸カルシウム乾分中 3%

大麦比率同率（上乗せ）

B 分娩後51~100日まで

脂肪酸カルシウム乾分中 3%

大麦比率同率（上乗せ）

！諏養分量より，泌乳・代謝に必要な養分が

大きいことを意味している。不足分は体に蓄

楕された脂肪を中心とした組織から充当せざ

るを得ない。そこて‘ヽ，分娩前に十分な蓄積を

図れば，有効てあろうと想像されるし， その

牛いし生産への効率も試算されている 15,16)。

しかし乾乳期の過剰脂肪蓄積は，過肥症候

配し，周産期の各種疾病発生頻度を増加さ

せるといわれている。 とくに泌乳初期のよう

直中に移行する脂肪酸量が増える現象は，

贖への脂肪蓄積を増加させやすいといわれ

ている 17)。各種周産期の疾病は，我々も表6に

尿すよ うに，繁殖性に大きく影響することを

認めている 3,9,18)。これは疾病による飼料採食
且

里の低下が，エネルギー不足に拍車をかける

、とゃ，代謝系を介したストレッサー源とし

l由胆し内分泌系を大きく混乱させること 19)が

随と考えられる。現在これらの点から，分

娩時に過肥をさけた指導がされているが，飼

料効率面15)からの対応や，産子発育生態21)を

考慮した乳牛のコンデション調整時期・適正

量について十分な検討が必要てあろう。

実際の乳牛飼養に当っては，体重の増減は，

生理的変動に伴う採食量，泌乳量により経時

的に変化する現象てあることから，我々は前

記初産牛ての体重増減パターンを類型化し受

胎性との関連を検討した（図ー 2)。これらの

牛群は初産牛という特殊性はあるが，飼料給

与をTDN105%,DCP135%目標とした。
wi-w。

増体指標= XlOO (W。：分娩後 lW。
週間前後の体重， wi:分娩経過日齢時体重）

とし，碁礎体重 (W。)の補正を加えた星てあ

る。分娩後の体重推移を大別すると，おおむ

ね4類型に分類された。 T-1は長期間にわた

り体重回復が悪い群て‘ヽ，受胎まて‘‘に要する日

数が長くなる傾向を示した。 T-2はほば順調

な体重回復を示した群て‘ヽ，受胎率も順調て‘‘あ

った。 T-3は分娩初期に体重減が大きく， 75

日目以降急激に増加した群て'', 75日まて‘、と，

4

2

0

ク』

増

体

指

標

n=22 

Tl 

n=16 

T2 

n=16 n=14 

I I I I I I I I I 

（日） 45 75105 45 75 105 45 75 105 45 75 105 

□

[

 言
〗
[

塁

t[
二“
受

胎

率

225 225 225 225 

図ー 2 分娩後の体重推移と受胎性
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136日以降の受胎率が低く，結果的に不受胎率

が高い傾向を示した。 T-4は，体重減少がほ

とんどみられず体重回復量も高い群て",135日

まて‘‘受胎率は高いが， 75日まて早期に受胎す

る率が低い傾向を示した。以上の結果からも，

T-2のように分娩後いかに体重を順調に回

復させるかが，受胎率確保上大切かがうかが

われる。今後高産次のデーター収集と，泌乳

量を加味した解析が必要と考えられる。

飼料中粗蛋白質と繁殖性

以上エネルギー補給の重要性について考察

してきたが，粗蛋白質 (CP)も繁殖性に大き

な影響を及ばすといわれている 22)。泌乳牛に

おけるCPの給与水準については，泌乳性等か

ら17%/DMが推奨されている 23)。今回我々

は，表ー5に示すように， CP15,18%給与量が

繁殖性に与える影響について検討し， 18%の

高CP水準て‘‘受胎率の低下が認められ，初産牛

ては15%水準が適正値と考えられた。飼料中

のCPは，第 1胃内て‘‘分解され，アンモニアに

変換されるが，過剰な生産は，性腺・組織中

濃度を高め直接的に卵子・精子への毒性を与

えることや24), 代謝系を介した間接的悪影響

も報告されている 25)。 とくに臨床的に観察さ

れる卵胞・黄体のう腫の出現は，繁殖性に大

きな影響を乃ばすものと考えられる 26)。我々

もルーサン乾草を多量に給与する高CP給与

が， 2-3ヶ月継続することにより，黄体の

水腫化と大卵胞の共存→発情持続時間の延長

→未排卵による大卵胞出現と黄体形成不全が

高頻度て発生することを認めている叫この

時の第 1胃内NH3-Nは16.4mg/dlと高濃度

化していた。受卵牛選定時の野外テ｀ーターて‘‘

も，血中BUN上昇とともに，水腫様黄体の比

率が高くなった26)。しかし軽度の水腫様黄体

は，受精卵移植による受胎率に影響を与えず
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(53.8%), 必ずしも黄体機能は低下している

とはいえないが，水腫の強度な例ては，受胎

率の低下 (29.4%)が認められ， CP水準上昇

とともに血中プロゲステロン濃度が低下した

との報告22)に一致するものと考えられた。

近年， CP給与については，第 1胃内ての熔

解性について種々検討されつつあり，我々も

非溶解率の高い焼大豆を使用し， CP15%水礁

て比較検討を試みた（表ー 5)。この成績て・・1ふ

空胎日数の短期化はみられなかったが，受柑

率は85.7%と良好て‘‘あった。最近CP溶解性と

繁殖の関連について詳細な検討がなされ，産 l 
次の若い牛群 (3産未満）て", CP非溶解性比

率の上昇とともに受胎性は低下することが報

告されている 22)。今回我々の知見は，相反する

成績てあるが，エネルギーバランスや飼料構

成等の関連について詳細な検討が必要と思わ

れる。

おわりに

以上飼料給与技術と繁殖に関連する千葉県

畜産センターてのとり組みを概括したが，初

産牛のデーターが中心て］かたよりがあるこ

とや，供試頭数が多くないこと，年次が長期

にまたがっている等不備な成績て‘‘、あることを

勘案して理解されたい。繁殖関連のテ‘‘ーター

は，直腸検査を中心とした官能的数量化の困

難な知見が多いことから，今後数量化に対す

る解析， または，数盤化データーの集積に対

し努力をすることが望まれる（ホ）Vモン値，

スキャン等の利用など）。また受胎率の比較を

統計的に処理するには，受胎率20%差をp<

0.05て検定しようとすると 1区当り20-25頭

を，同様に10%差ては80-100頭を供試するこ
試

とが必要といわれている。これらの頭数供

は，県関係試験場ては供用不可能て｀あり，．
試

験設計の再検討， ET技術を利用した供試牛



請ー化も，あわせて検討することが必要て‘‘

昴う。最後に高泌乳における飼料給与技術

，はますます革新されていくことが予想される

が，乳牛の生涯能力は繁殖性が伴わなければ

ならないことや，群管理における繁殖管理技

飼早期確立が望まれる。
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技術情親 はじめに

地球温暖化や酸性雨等の原因が解明されつ

つある中て‘‘，その原因物質の 1つが農業特に

畜産に由来しているのてはないかとの危惧が

もたれている。また，家畜ふん尿を多菌1堪l

場散布することによって引き起こされる地下

水等の水質汚染についてもEUの畜産目ては

大きな問題となっている。我が国においても

畜産が原因と思われる環境汚染が顕在化しつ

つある。筆者は畜産環境整備リ ース協会の平

成 5年度畜産環境保全緊急対策事業海外調査

に参加し，イギリス，オランダ，デンマーク

の3カ国を訪れ，畜産における環境汚染状況

や環境保全対策を調査した。 本項てはEU

イギリスにおける畜産環境保全対策

道宗直昭(NAOAKIDOSHU) 
生物系特定産業技術研究推進機構 主任研究員

諸国の中て‘‘比較的環境規制の緩やかなイギリ

スの状況を紹介する。なお，訪問先はADAS

(Agricultural Development and Advisory 

Service)の畜産（酪農）農場，アドバイ釘

ー事務所と養豚農家てあった。

1 . 環境汚染の現状

1)水質汚染

①地表水，地下水の硝酸塩による汚染（硝

酸塩の溶脱）がかなり広い地域て‘‘起きている。

特定地域て‘‘は，飲料水が人体に有害な硝酸叫

濃度50mg/Lを越え，飲用に適しないとい）

問題も生じている。その主な汚染源として，

スラリ ーストア等によるスラリ ー （液状匠

肥），サイレージ排汁，牛舎周辺敷地の洗浄排

水，農地の表面水などがあげられる。 ィギリ

スては，酪農，養豚農家は，家畜ふん尿を土

地還元てきるような草地ま たは農耕地を所有

ー
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しており，基本的にはスラリーストア， ラグ

ーン等て‘‘一定期間貯留した後農地へ散布する

、方式をとっている。 したがって散布時期，散

翻法， 1回の散布量を誤ると環境汚染を引

せこす場合があり，周辺環境への配慮が求め

られてきている。

誌部は雨が多く （牧草が作りやすい）畜

産が主体だが環境汚染も多い。東部は雨が少

なく耕作地帯て‘あり，汚染は少ないが局所的

諜地域（硝酸塩脆弱地域，穀物に対して過

柳）窒素が投入される地帯）がある。それら

0指定地域内における農業及び畜産経営は，

職塩汚染を防止あるいは改善する農法を選

恨するよう勧告されている。

R水質保全に関する全体的な責任官庁は，

這法に基づき河川庁 (NationalRivers 

Authority, NRA)に与えられている。 1988

籾NRAへの農業に由来する報告件数は

(000件（畜産農家17万戸の 2%にあたる）て‘‘

あったが，1992年の報告件数は2,770件て''30%

泣となっている。減少した理由としては，政

府の防止対策と気象変動によるようてある。

1,770件のうち耕作地帯の件数は200件(7%) 

tなっている。また，工業をも含めた全報告

賤は， 23,330件て農業に由来する件数は約

l0%となっている。汚染として深刻なものは

全体ては386件，このうち農業が原因となって

1, るのは67件てあった。

Rサイレージの排汁 (BOD30,000 

~so,ooomg/L)も汚染の対象となっている。
排汁が水路等に流出したときの被害は非常に

大きいため，厳しい規制がかけられている。

1)大気汚染

①臭気（悪臭）の問題は長年潜在的には存

紐していたが，家畜ふん尿に由来する臭気

鳴してはここ 5年間に世論も明確に意識し

恰めており， そのために農家も臭気に対して

意識し始めるようになった。臭気は主にスラ

一の散布時に発生するため，散布場所と民

写真 1 圧送ホース牽引型のスラリーインジェクター
（ラグーンから油圧ポンプでスラリーを圧送する。
手前のホースがインジェクターに連結されている）

家との距離に注意が払われている。家畜ふん

尿から発生するアンモニアガス（養豚が多い）

は，臭気問題とともに酸性雨の問題ともリン

クしているが，イギリスて‘‘はスラリーストア

やラグーンを覆ってしまうまての規制には至

っていない。

②過去においては臭気に対し世論はそれは

ど敏感てはなかったが，現在は臭気による環

境汚染に対しても敏感になっている。

2. 環境汚染に対する規制・対策

①法律による厳しい規制はないが， Code,

Recommendation, Regulationなどの規則が

あり，農家が法律に触れるような環境汚染を

起こさずに営農て‘‘きるような実践的なガイド

ラインとなっている。主なものを以下にあげる。

・Code of Good Agricultural Practice for 

the Protection of Water 

・Code of Good Agricultural Practice for 

the Protection of Air 

・Department of Environment, Woad ; The 

Control of Pollution(Silages, Slurry, and 

Agricultural Fuel)Regulations 1991-

Gaidance Notes for Farmers 

②英国政府の農業に対する考え方は，農業

界の自主性を重んじ，不必要に規制を加える

ことによって農業の国際競争力が損われない
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写真、2 パイカーサイロと排水溝
（ハ／カーサイロ周囲に排水溝があり、排汁は貯留
槽に溜まる）

ようにしている。オランダやデンマークが法

律規制を行っているのは，窒索， リン等によ

る環境汚染の問題が英国よりもずっと深刻て‘‘

あるためてある。

③農耕地面積当りの窒索施用醤の上限を

250kg・N/ha・年以下とする。EUの環境脆

弱地域に対する行動計画て‘‘は，ふん尿の散布

屎は，当初 4年間は窒索換算て''210kg・N/

ha・年を上限とし， その後は170kg・N/ha・

年を上限としている。

スラリーのha当 りの散布羅は50m'/年（上

限），作物により 旦が異なる。散布間隔は最低

3週間はあける。

④家畜のふん尿等の散布禁止場所は，水路

から10m以内，井戸等から50m以内。

⑤秋から冬にかけてのふん尿の散布の禁止

(EUは9月から 1月まて‘‘禁止）。

⑥サイレージ排汁の環境汚染防止のため，

サイロには耐酸性の排水溝及び排汁を貯留す

るためのタンクを設ける。タンク容祉はサイ

ロの容塁 1而毎に20L以上あること，また，サ

イロは水路から10m以上離れていることなど

が求められている。

⑦汚染防止を取入れたふん尿処理施設の建

設費に対し50%の財政的補助をする。上限は

85,000ボンド／戸てあるが，現在のところこ

れてほぱ十分となっている。

⑧研究助成：家畜糞尿による硝酸塩の溶脱，

R 畜産技術 1995年10月号

写真 3 ふん尿貯留槽 (Weepingwall store) 
（貯留槽を構成する外壁は25~35mmのスリット状に

なっており廃汁が貯留槽の外の排水路へ流れるよう
になっている。右は搬入路）

飲料水に含まれる硝酸塩をEUの制限内に抑

える研究など環境保全のためには研究助成を

イ丁フ 。

Code, Recommendation等には，詳細這

則が定められており，記述したものは 1例に

すぎない。畜産環境問題に取り組まれている

方は， 1度原文に目を通していただくことを

お進めする。なお， 日本ての詳細な参考贅料

を以下にあげる。

【参考資料】

1)平成 3年度「海外先進技術等情報収集提

供事業」調査報告書， EC諸国における畜産

経営と環境対策：中央畜産会， 1992.2

2)平成 4年度「海外先進技術等情報収集提

供事業」調査報告書， EC諸国等における畜

産環境対策：中央畜産会， 1993.3

3)志質ー一，藤田秀保：環境汚染に取り且

むEC酪農，酪農総合研究所， 1992

4) 藤田秀保はか： EC農業の環境汚染問題

とわが国の畜産の汚染問題の現状，酪総研

調査研究報告書No.65,酪農総合研究所，

1993.2 

5) EC諸国における畜産環境規制及びふん

尿処理等の実態調査について，平成5年度

畜産環境保全緊急対策事業海外調査報告書，

畜産環境整備リース協会， 1994.3



開かれた畜産試験場を目指して

山形県立畜産試験場
小松文嗣 (BUNJI KOMA TSU) 
山形県1'L畜産試験場副場長

l. はじめに

本県は本州の東北部て‘裏 R本に位置し，西

樟は日本海に面しており，東西97km,南北

153kmて東西に狭く南北に長く，面梢は9,326

Kmて全国第 9位にあります。地勢は，奥羽山

〖 と出羽山地との間に置賜・村山• 最上の 3

耽を挟み，海岸に庄内平野を展開し， これ

渇上川が貫流して日本海に注いて‘、います。

翻山脈は御所山，蔵王山，吾妻山などの

仙を伴い1,000m以上の山が多い。ここを源

しする最上川の支流各河川はいずれも短く傾

月が急なために，各盆地に扇状地をつくって

叶す。出羽山地は鳥海山，月山など山容の

ずぐれた火山があり， その南には朝日山塊，

麹山塊が続いています。総面積に対する山

訊I]合は実に70%を占めています。

樗の農業粗生産額（平成 5年度）は2,749

罰てあります。うち，畜産生産額は366億円

て13.3%を占め，米1,387億円50.5%,果樹499

馴18.1%,野菜380億円13.8%に次ぐ‘本県農

恥恥幹作目として重要な部門てあります。

省種別生産額の構成は，豚116億円31.7%,
犀 112億円30.6%, 肉用牛105億円28.7%,
如訥8.7%となっております。

2. 沿革と概要

古くは，明治37年新庄市に最上種畜場とし

て開設され，専ら種馬の飼蓑を， また同44年

には西置賜郡豊田村今泉に分場を開設し種牡

牛を飼蓑しておりました。

当場は，昭和27年 4月に最上・置賜両種畜

場を統合し総合種畜場として東根市に開設さ

れました。牛及びめん羊を中心に優良種畜の

改良増殖に努めてきましたが，昭和40年代に

入り，今後の畜産の発展が期待され，試験研

究に関する充実が望まれてきたことから，昭

和41年 4月に山形県立畜産試験場に改組され

ました。 また，昭和51年 4月には養豚部門は

山形県立養豚試験場として独立しました。

昭和61年農林水産技術会議より畜産の国際

化や急速な技術革新に対処し，本県畜産の振

興を図るため畜産試験場を整備するという答

申がなされ，昭和63年大家畜の生産地帯て‘‘開

発可能地が多く， また農業大学校と有機的連

携を図り得る最上地域に近代的な施設を移転

整備することて新庄市に決定いたしました。

平成 5年新築工事が開始され，今年3月建物

が完成し， 7月 1日より新庄市鳥越地内て‘‘新

場として業務を開始しております。

面積は81.4haて‘ヽ ，本場は26棟の建物を含む

畜産技術 1995年10月号 41) 



組織図

予？］髯言ヒ羞:=（兼企画情報室長） 草地研究器＿牧直餞料作物に関する試験研究

施設用地が7.6ha,ふれあい広場が6.2ha,採

草・試験圃18.3ha, 溜池4.5ha, その他5.4ha

て計42haあります。また，約5kmはど離れた

芦沢地内に39.4haの放牧試験地があります。

旧試験地との面積を比べてみますと本場部

分て‘‘は22ha広くなりましたが，放牧試験地は

llha狭くなりました。

組織は下記のとおりて‘‘すが，平成 7年度よ

り先進技術開発部が新設され4部 1課 1室と

なっておりまして，場長，副場長(2名），研

究主幹 (3名），事務職員 (3名），研究員 (17

名），現業職員 (20名），臨時職員 (14名）の

計60名て｀あります。

3. 試験研究の概要

(1)先進技術開発部

ア）乳成分の改善と生産コストの低減を目

的として平成 5年度と平成 6年度にアメリカ

及びカナダよりスーパーカウを 3頭づつ計6

頭尊入し，家畜受精卵移植活用によりスーパ

ーカウ牛群の増殖を図るとともに受精卵安定

生産のための飼養管理技術確立の研究を行な

っており，平成 6年度よりスーパーカウの受

精卵を中核的酪農家に供給しております。

イ）優良遺伝資源の有効活用は育種改良の

スピードアップに極めて大切てあることから，

PCR法により性判別した受精卵の移植成績

及びダイレクト法による凍結保存技術の検討

を行なうとともに核移植によるクローン牛作

出についても研究を行なっております。

(2)乳牛研究部

酪農家においては，乳用牛の改良により乳

R 畜産技術 1995年10月号

質の向上及び高泌乳牛群の作出に鋭意努力さ

れていることから，高栄養価粗飼料給与によ

る無脂固形分を主体とした乳成分改善試験を

行なうとともに畜産経営を行う上て避けて通れ

ない悪臭問題対策としての新索材消臭剤の性

能調査及び実証展示の研究を行っております。

(3)肉畜研究部

輸入自由化及び産地間競争に即応した優良

な子牛を生産する種雄牛選抜のための産肉能

力検定（直接・間接法）の実施と優良牛を贈

殖するために枝肉テ‘‘ータを活用したアニマル

モデルによる推定育種価の分析をとおしたlD

牛の遺伝的能力の解明の研究を行っておりJす。

(4)草地研究部

最近の円高傾向は輸入粗飼料給与熱に一段

と拍車がかかるものと思われますが，遊休地

使用促進及び堆肥土地還元対策としても自給

粗飼料生産が必要て‘‘あることから本年度は沢

のような研究を行っております。

ア）飼料作物優良品種選定試験

イ）飼料畑及び草地の強害雑草防除試験

ウ）飼料作物系統適応性検定試験

エ）飼料作物特性検定試験

オ）高消化性粗飼料の検索及び生産技術並

びに調整貯蔵技術の試験研究

4. おわりに

畜産経営環境は諸外国からの輸入自由化等

により極めて厳しい状況にあります。
このよ

うな状況のなかて更なる発展を図るために1ふ

先進技術の開発及び実用化を重点的に推追し，

畜産物の高品質，嵩付加価値，生産コス
ト0

低減並びに環境保全等の技術開発を早急（：靡

立するとともに生産現場への普及定着化を闊

ることが緊急の課題となっており，
開かれI:

期待される畜産試験場としてこれら課題請

究に取り組んて‘、まいりたいと考え
ており且
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剤
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態
と
給
与
指
導

近年，乳用牛の泌乳能力は年々向上し，高

泌乳牛は増加傾向にある。しかし，一方て‘‘は

高泌乳牛は起立不能症や繁殖障害，乳房炎，

乳成分の低下などが見られ，酪農経営上大き

な問題となっている 6,7,11,12,13,19,27)。今回我々は，

高泌乳牛の健康維持と疾病対策，乳成分の向

上を図るため，地域改善委員会を組織 し，関

係機関，団体と飼養衛生管理等の指導を実施

しており叫ビタミン剤についても使用実態

を調査し，効果的なビタミン剤の給与指導を

実施したのて‘‘， その概要を報告する。

方 法

そ

望戸正則ほか
l~lASANORI MOUKO) 
鑓衆畜保健衛生所

I阻広島県農政部畜産課）

指導組織体制は，家畜保険衛生所を中心に，

図 1に示した関係機関て地域改善委員会を組

織し，高泌乳牛の改善マニュアルの検討及び

講習会を開催した。農家の指導は，高泌乳牛

飼養衛生特別指導農家 1戸を重点指導し，

の結果をふまえ高泌乳牛農家11戸の巡回指導

を行った。調査検査及び指導内容については，

表 1に示した項目について実施した。また，

今回，ビタミン剤については，表2に示した

調査や検査を実施した。調査は平成 4年から

6年まての 3年間て", 12戸の高泌乳牛飼養農

家を対象に，乳量，乳成分，繁殖成績などを

牛群検定成績等から分析し，飼料の給与状況．

地域改善委員会

家畜保健街生所

地域農業改良 酪農組合
普及センタ一 家畜診療所三飼養

改善マニュアル
の検討

講習会の開催

（重点指導）

図1

（巡回指導）

指導組織体制
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表 1 表 4

一
液

(12戸）

〇飼料給与状況

À̀ 
〇血液性状検査

調査検査及び指導内容

調査検査項目 指導項目

〇飼養衛生管理状況 ＊改善マニュアルに基づく

指導

＊血液性状検査に基づく指

導

＊ピタミン剤の給与プログ

ラムに基づく指導

u
 
.• 
1, 

表 2 方法

調査期間

対象農家

調査内容

検査項目

平成 4年 1月~6年12月

12戸 (A~L農家）

牛群検定成績・生乳検査成績

ピタミン剤の給与実態

血清中のピタミンA濃度 (HPLC法）

一般血液性状（ドライケム法等）

表 3 乳量の推移

平成4年

(12戸の平均）

5年 6年

補正乳量 (kg)

経産牛 1日1頭

当り乳量 (kg)

搾乳牛 1日1頭

当り乳量 (kg)

調査期間：平成 4年 1月~6年12月

25.0 

成 績

2. 

V. 

8,411 

20.8 

8、672

21.4 

25.6 

8、780

21 .6 

25.6 

飼養ビタミン剤の種類，使用量等を調査する

と共に，高泌乳牛のビタミンA濃度や一般血

液「生状検査を実施した。

・' 

1. 乳量の推移

平成 4年から 6年まての 3年間の乳量の推

移を表 3に示した。 12戸の補正乳量の乎均は

平成 4年8,411kgから 6年には8,780kgとなり，

9,000kg以上を示す高泌乳農家も見られ始め，

経産牛および搾乳牛 1日1頭当り乳量も徐々

に増加した。

ビタミン剤の使用実態（表 4)

各農家て使用しているビタミン剤の種類は，

経口投与て，'給与する液剤と飼料添加て‘‘給与す

る粉剤に区分され， その種類は液剤 5種類，

粉剤12種類て‘ヽ，大部分がV.

Eの複合剤が使用されていた。

A, 

~ 

V. D 3, 

また， v. 

粉

ビタミン剤の使用実態

剤 5種類： l戸当り 0~2種類

(V.A: 1ml中 25、000~I 00, OOOIU) 

12種類： I戸当り 1~3種類

(V.A: lg中 I,100~10,000IU) 

剤

表 5 ビタミン剤給与法の型区分

経口投与重視型.......................................3戸

定期的投与型・.........................................2戸

飼料添加重視型・・・・・・・・・・.............................7戸

合計・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12戸

乾乳

団 500万
↓ m 

I E農家 I250万~500万
ロ IT] IT]ロロ □日
I 19~38方

~600万-1200万
↓ II] II] 
l 

3. 

し―
―' 

分娩

m] 

図2

※ 

m] 

1か月

m]-

m]-

2 

18互

経口投与重視型

2か月

[U 

且 ⑲
てニ

＝ 
数値はV.A給与量単位はIU

Aの含有量については，大きな差が見られt:。

ビタミン剤の給与方法

ビタミン剤の給与方法は表5に示したよう

3つの型に区分され，各型の給与方法を

図 2から図 5に示した。各図の下矢印は経且

投与，横の帯状は飼料添加を示し，今回は特

にV.Aを中心に説明する。

1)経口投与重視型（図 2)

経口投与重視型は 3戸て",250万から1200万

IUのV.Aを分娩前後に経口投与し，飼料→

畜産技術

18万から38万IUを添加していた。

2) 定期的投与型（図 3)

定期的投与型は 2戸て",D農家は1,250万JU 

のV.Aを2か月毎に， I農家ては350万RUげ

月全頭へ経口投与し，飼料へも 1頭当たり20

万ないし42万IUを添加していた。

3)飼料添加重視型（図 4, 5) 

飼料添加重視型は， B農家， C農家，
G晨象

1995年10月号



墾 分娩 1か月 2か月 ur_‘
 

互 1250万
[I] 

表6 血清中のピタミンA濃度

農家名 平均値

m] 42 

戸]350万 [I]

゜
2
 

m] m] 
※ 数値はV.A給与量

図3 定期的投与重視型

単位はIU

A

B

C

E

F

G
ー

J

K

L

2

4

3

7

0

2

4

8

ー

1

3

9

1

 0
 0
 0
 2

9

2

2

 

（単位： IU/dl) 

（例数）

(5) 

(5) 

(4) 

(16) 

(10) 

(5) 

(49) 

(5) 

(I I) 

(5) 

壁
]!!J 600万

四

分娩 1か月 2か月

19万~38万

]ID 500万

足
工
亡

500万
日

表 7 乳期別ピタミンA濃度 （単位 IU/dl) 

乾乳期泌乳初期最盛期 中期 後期

93 I 02 120 I 13 I 13 
土18 土19 士26 士14 士25

(14) (8) (20) (19) (25) 

数値は平均値と標準1扁差、（ ）は検査例数

※
 

図4

98万

数値はV.A給与量

飼料添加重視型

単位はIU

観
国
「
エ
ニ
[
-

分娩 1か月 2か月

3000万
田

2迂

1000万
圧l

500万
[I) 
22五

20~40万

※
 

図5

数値はV.A給与量

飼料添加重視型

。
0

0

 

図6

単位はIU

., 0 

珈．ー--- O 0 -------------------------------------------

渕 t ---~-----g.------------------------------------
I 

盲゚
30 35 

゜
ー

4 5
 

1
4
 （粗濃比）

粗飼料給与割合とビタミンA濃度

％ 

ては500万~600万IUのV.Aを分娩前後に 1

回だけ経口投与していたが， H農家， J農家て‘‘

は分娩直後に3000万ないし1000万IUの高単

位を投与していた。一方， K農家やL農家は，

飼料添加のみて飼料中へのV.A添加盤は 1

頭当たり，約20万~40万IU程度てあった。

4. 血清中のビタミンA濃度

1)農家別ビタミンA濃度（表 6' 図 6)

表 6は，血清中のビタミンA濃度を農家別

に示したものてある。 A農家の平均132 IU/ 

dlからB農家の平均94 IU/dlまて‘‘と，農家間

て大きな差が見られた。図 6は，各農家の粗

飼料給与割合と血清中のビタミンA濃度との

関連をみたものて‘ヽ，横軸に粗濃比を％て‘示し

た。このように粗濃比が40%以上の農家ては，

血清中のビタミンA濃度は平均130 IU/dl以

上と嵩く，粗飼料給与割合が高くなるにつれ

ビタミンA濃度が増加する傾向が見られた。

2)乳期別ビタミンA濃度（表 7)

臨床上健康な乳用牛85頭について，血清中

のビタミンA濃度を乳期別に区分したものて--,

乾乳期は平均93 IU/dlと低く，泌乳初期にお

ー

＇

ー・
9
—
•
r
‘

•
[ー
~

',i
 ,4 

＇ 
9

,

 

＇ 
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表 8 肝臓機能低下時の血液性状

ピタミンA濃度 70土30 IU/dl 

アルプミン 3. I士0.4g/dl

A/G比 0.81土0.18 

総コレステロール II D士63mg/dl

（数値は平均値と標準1扁差 検査例数13)

表 9 指導農家の概要

瓢 mg 

盟
400

3
1
1
 悶悶g m 

万
万
0

5
3
0
 

2
1
5
 

6
3
2
 

(A
信）↓

乾乳 （分娩） 1か月 2か月

A農家 I農家 k農家

経産牛 25 34 31 

育成牛 13 15 10 

平均産次数 2.4 2.5 3.0 

平均体重 570 600 620 
----・・・-・・-・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・  幽. . . . ● 幽~ 疇...一幽.- 疇... ・・・・-・-・--・-・ 

補正乳量 9,148 

経産牛乳量* 22.2 

搾乳牛乳量* 27. I 

期間： 6年 I~12月

9,026 9,257 

23.3 23. I 

26. 3 25. I 

*I日I頭当たり

凰
↓
凰
↓
凰
↓＞冒凰↓麿↓ g

 
m
 

万
万
。

0
0
0
 

0
5
0
 

5
2
1
 ↓
 

凰

乾乳 （分娩） 1か月 2か月

[ V.A 26,2500 V.A 35,000 V.E1 ,050mg 

※ 血清中のビタミンA濃度 132士29 IU/dl 

図7 ビタミン剤の給与指導例 (A農家）

いても 100 IU/dl程度て‘‘泌乳最盛期に増加

する傾向が見られた。

3)肝機能低下牛のビタミンA濃度（表 8)

臨床上，肝臓機能の低下が見られた乳用牛

13例の血液性状を示したものて‘‘，ア；レブミン

やA/G比，総コレステロール値はいずれも低

い値を示し，血清中のビタミンA濃度は平均

70 IU/dlと著しく低い値てあった。

5. ビタミン剤の給与指導（表 9)

以上の調査，検査結果から当所ては，高泌

乳牛の泌乳期中における血中ビタミンA濃度

の平均値を130-150 IU/dlに維持すること

を目標に， 3タイプのビタミン給与プログラ

ムを組み，年間補正乳量9000kg以上の 3戸の

高泌乳牛農家て給与指導を行った。表9はそ

の3戸の概要を示したものてある。

＇ ~ ⑳ 畜産技術 1995年10月号

[ V.A 203,000 V.A 27,000 V.E1 ,350mg 

※ 自動飲水給与法の開始時期：平成5年8月～

図8 ビタミン剤の給与指導例 (I農家）

表10 ピタミンA濃度の推移 (I農家）

平成 5年 2月 7月 9月 II月

99 110 128 140 

士26 土14 土23 士22

平成 6年 5月 7月 12月

117 120 157 

士29 士17 士21

※ 5 ~ID頭の平均値と標準イ扁差、単位IU/dl

1)経口投与重視型（図 7)

経口投与重視型のA農家の例ては，乾乳中

に楕円て図 7に示したADE剤を 2回，分娩5

日前にD3を，分娩直後から泌乳最盛期に5

回のADE剤を重点的に経口投与し，さらに泌

乳期間中にも帯状て‘‘図中に示した割合のビタ

ミン剤を飼料へ添加した結果，血清中のビタ

ミンA濃度は平均132 IU/dlと高い濃度て維

持された。

2)定期的投与型（図 8'表10)

定期的投与型のI農家の例て‘ヽ ，指導前は毎月

1回， ADE剤の経口投与を行っていたが，こ

れにかかる労力を軽減するため，平成5年8

月から自動飲水給与法を取り入れ，分娩直後

のみ経口投与し，泌乳期間中は飼料へも闘中

に示した割合て添加した。一方，血清中のビ

タミンA濃度は表10のように， 自動飲水給与

を開始した 8月以降，徐々に増加し， 平成6

年12月時点て‘‘は平均157 IU/dlと高い｛直{

維持された。

3)飼料添加重視型（図 9)

飼料添加重視型のK農家の例てI'ヽ
ょ 分衡前

2週から 3か月間， 1日1頭当たりV.A40万

IU, V. D36万およびV.E1200mgを飼料i鰭
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表11 体細胞数の推移 （単位千/ml)

平成 4年 5年 6年

5
9
'い
』
・
[

242 225 143 

親

- 7 

（分娩） 1か月 2か月

V.A 400,000 V.A 60,000 V.E1 ,200mg 

r
 

※ 血清中のビタミンA濃度 135土37 IU/dl 

図9 ビタミン剤の給与指導例 (K農家）

゜

表12 乳成分の推移

平成 4年 5年

。゚。
130 r・------------------------------------------------
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平成4年 5年 6年

図10 ビタミンA濃度の農家別分布

し， 他の時期はその半量を給与し， さらに分

趙後に図中に示したADE剤を経口投与し

I、'。その結果，血清中のビタミンA濃度は平均

llO IU/dlから平均135 IU/dlへと高い値

しな り，推移した。

0. 血清中ビタミンA濃度の推移（図10)

各農家における血清中のビタミンA濃度の

平均値を丸印て年次別に示したものて‘‘， ビタ

ミンA濃度は指消後，徐々に増加する傾向が

見られた。

/, i本細胞数の推移（表11)

乳房炎と関連性の深い乳汁中の体細胞数に

ういて，3農家の過去3年間における平均値

礎移を示したものてある。 A農家ては年々

躙包数が減少し， I農家やK農家においても

吐20万前後と低い数値て推移した。

i. 『L成分と繁殖成績の推移（表12,13) 

A晨家の乳成分と繁殖成績について，過去

］年間の推移を示した。脂肪率等の乳成分は

械4年から 6年の間，安定的に推移し，表

拗蟹殖成績も，授精回数や空胎日数が短縮

紐るなど，良好な成績て‘‘推移した。なお，

A農家

1農家

k農家

377 217 261 

196 219 202 

※数値はパルク乳の平均値 (I月~12月）

(A農家）

6年

脂肪率 3.94 3.87 3.74 

乳蛋白質率 3. 05 3. I I 3. I 2 

無脂乳固形分率 8.62 8.63 8.66 

※数値はパルク乳の平均値 (I月~12月）単位％

表13 繁殖成績の推移 (A農家）

平成 4年 5年 6年

分娩間隔（日） 391 404 404 

授精回数（回） 2.0 2. I I .8 

空胎日数（日） 118 128 113 

※数値は牛群検定成績の平均値 (I月~12月）

平成 6年の夏は異常な高温て｀高泌乳牛に死廃

事故が多発する傾向てあったが，ビタミン剤

給与高泌乳牛群て‘‘は暑熱による影響も比較的

少なかった。

9. ビタミン剤の経骰

ビタミン剤の経費については生乳 1kg当た

り換算て•', A農家て‘‘は 1円50銭， I農家は 1円

40銭， K農家は60銭てあった。

まとめ及び考察

今回，高泌乳牛の飼養衛生改善対策として，

地域改善委員会を組織し，関係機関と組織的

な指導体制のもとに取り組んているが， ビタ

ミン剤についても使用実態調査並びに血清中

のビタミンA濃度等の検査を実施した。血清

中のビタミンA濃度は農家間て‘‘バラッキが見

られたが， このことは，各農家におけるビタ

ミン剤の使用実態が異なっていることと，粗

飼料給与割合の相違によるものと思われ

た 1,14,28)。また，ビタミンA濃度は乾乳から泌

乳初期に低く，肝機能の低下した牛は一層低

い値を示したことは，これまての報告と同
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様8,10,14), ビタミンAと肝機能との関連性が示

唆された。高泌乳牛の泌乳中におけるビタミ

ンA濃度は，今回の検査成績から平均

130-150 IU/dlが必要と思われた。

今回の調査検査成績をもとに，年間補正乳

量9000kg以上の 3戸の高泌乳農家に対して，

3つの型のプログラムを設定，給与指導を実

施した結果，ビタミンA濃度は概ね130-150

IU/dlて‘‘推移し，乳房炎や繁殖障害等の生産

病5,13,24)へも好影響が見られ，乳成分も維持向

上するなど，より効果的な投与がてきた。

ビタミンAは，正常な視覚，上皮細胞の保護

作用の他9,15,16,25), 最近ては免疫機能との関連

性4,17)が注目されており，乳用牛て不足すると

乳房炎や繁殖障害などが発生しやすくなると

言われ18,20,21,26)ている。特に，高泌乳牛はスト

レスを受けやすく 2,22,23),泌乳能力が高いこと

から乳汁中へのビタミン類の移行が多くなり，

ビタミンA不足の影響が大きいと思われるの

て‘‘，今後とも飼料給与の改善や個体管理の徹

底に加え，ビタミン剤等を有効利用すること

が飼養管理上重要と考えられた。

（第36回全国家畜保健衛生業績発表会）
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l. はじめに

滋買県ては，全酪農家の50%が牛群検定に

加入することを当面の目標として，酪農指尊

の充実に努めているが，現在の加入率は30%

てある。また，牛群検定成績は，乳量，乳質

ともに他の都府県に比較してやや劣り，濃厚

飼料給与量が多い傾向にある。

そこて‘‘，平成 6年4月に県の畜産組織機構

の再編により，指導体制が整備された機会に，

牛群検定農家への技術的指導方法を再検討し

たのて‘‘紹介する。

2. 材料および方法

選定農家

牛群検定実施農家の中から地域に偏りの無

いよう 9戸を選定した。

(2) 指導計画

指導にあたっては，予備調査から結果の提

示まて‘‘が最短になるようにタイムスケジュー

(1) 

井日信行ほか
(NOBUYUKI IGUCHI) 
滋賀県家畜保健衛生所
（現 ：滋賀県畜産技術振興センター）

ルを作成（図 1) した。

成績分析のための区分および頭数

①補正乳醤

生化学検査成績を分析するために，一般に

高泌乳牛群と言われる補正乳量8,500kgて‘‘対

象農家を 2群に区分した。

②泌乳ステージ

個別の生化学検査成績を分析するために，

泌乳ステージを (I)分娩直後から49日， (II)

50日から109日， (III)110日から219日， (IV)

220日から乾乳開始まて",(D)乾乳期の 5期に

(3) 

区分した。

③繁殖成績

牛群検定の繁殖成績簡易評価の内，分娩後

初回授精日数を農家こ、との繁殖成績確認のた

めの指標として， 115日以上と以下に区分し,, 
ゞ 0
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④採血頭数

各泌乳ステージの外見上異常を認めない 6

頭を採血し，生化学検査に用いた。

(4) 調査項目および方法

①生化学検査

血清て‘‘は，屈折計法による血清総蛋白と酵

素法による尿索態窒素および血糖を測定した。

②蓄積脂肪の状態

Wildmanらのボディコンディションスコ

アは，粗飼料給与が充分な地域ては，有効な

判断基準て‘‘あるが，本県のように濃厚飼料の

給与が多い地域て‘‘は，柔らかい脂肪が付きや

すく，脂肪の付き具合だけの判断ては不十分

てあると考えたため，今回の検討には，表 1

に示す蓄積脂肪の状態を判断の碁準に加味し

た。

今まての経験から，蓄積脂肪の状態の理想

的パターンは，乾乳期・分娩時には，肩後・

畜産技術振興センター

飼料計算

自給飼料分析

5日

5日 I21 

5日

1日

5日

日

▼ 

表 1 蓄積脂肪の状態

A 肩後・腰角～尾基部まで硬い体脂肪が十分に付

着している

B 肩後から硬い体脂肪が付着し始めている

c 体脂肪が全くなく、皮膚から直接骨を触知でき
る

D 腰角が丸く、体脂肪が残存している

E 柔らかい体脂肪が皮下に蓄積し、体全体が丸い

腰角から尾碁部まて‘‘硬い脂肪が十分に付着し

ている状態て｀あり，分娩後60日目のピーク時

には体脂肪が全く無く，皮府から直接に骨を

触知て‘‘きる状態になり，受胎確認後は，肩後

から硬い体脂肪の蓄積が始まり，乾乳に入る

という図 2の2重線が標準と考えられ，この

パターンと各農家の牛群の状況との差異を分

析した。

③乳成分

分娩直後は，乳蛋白率に対して乳脂肪率が

相対的に高く， その比が低くなるが， 80睛

にはバランスが回復し，全乳期の平均値0.83 

に近くなることを利用し，各農家の状況を分

析した。

④飼料計算

NRC飼養標準に基づく飼料計算を実施し

t・ ... ゜

3. 分析結果

(1) 生化学検査

血清蛋白値は，8,500kg以上の牛群ては泌乳

個別指導時の問題点に対する継続指導

図1 タイムスケジュール

゜
100 200 300 

分娩経過日数

図2 蓄積脂肪の状態

400 

R 畜産技術 1995年10月号



即は一定てあり，8,500kg未満の群て‘‘は変動

があった （図 3)。

尿素体窒索は， 8,500kg以上の群の方が

ふ500kg未満の群より低く，変動幅が少なかっ

I: (図4)。

血糖値は， 8,500kg以上の群の方が8,500kg

積の群より高く，

j)。

［ものて，

変動幅が少なかった （図 繁殖成績に影響が出ているものと考えられた

（図 6)。

z, 蓄積脂肪の状態

闊2は，対象農家 9戸の内，

精廿数115日以上の 3農家の牛をプロットし

この結果て‘‘は，分娩後初期にすて‘‘

渚積脂肪は消野された状態になっており，

分娩後初回授

護）状態または削痩状態が分娩後250日位ま

て紐く。そして，乾乳まて‘‘に，濃厚飼料由来

渇われる柔らかい脂肪が蓄積し，肥育牛の

ような状態になっているものが多かった。

(3) 乳蛋白率と乳脂肪率の比

(2)て選定された 3農家ては， 80日以降も乳

蛋白率と乳脂肪率の比 (P/F値）が0.83以下

の牛が多く，乳蛋白率の回復が遅れている可

能性がある。これは，飼料中の栄養成分のバ

第一胃内の活性が悪く，ランスが悪いために，
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4. 指導方法

本結果による酪農家への資料の提示は視覚

化し て提供した。

①分娩後日数と乳盤（図 7)

牛群を 1頭の高泌乳牛とみなし，

と同様の見方により，

られているかあるいは泌乳期間が長すぎない

か等を判断の材料とした。
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図7 分娩後日徴と乳量

②生化学検査結果の泌乳ステージ別評価（図 8)

生化学検査の結果て‘‘示したように，泌乳ス

テージ毎の値が安定しているか否かを正常値

の範囲と併せて検討した。

③分娩後日数と蓄積脂肪の状態（図 2の個別

図）

分娩後の蓄積脂肪の状態の推移により，削

痩や過肥の有無を確認した。

④乳蛋白率と乳脂肪率の比（図 6の個別図）

P/F値の推移と飼料計算の結果に基づき

飼料中の栄養成分のバランスが適正てあるか

否かの判断材料とした。

⑤血清蛋白値こゞとの頭数分布等

血清蛋白値こゞとの頭数分布および血清蛋白

値と牛の年齢・分娩後日数・泌乳旦との関係

図8 生化学検査結果の泌乳ステージ別評価

を見ることにより管理上の問題点の抽出の参

考とした。

⑥飼料計算結果

①から⑤の結果を総合判断し，泌乳ステー

ジのどこに問題があるかを確認した上，飼科

設計上の問題がある場合には，飼料設計の再

検討， 自給飼料の品質確認ならびに自家配合

の根本的な組替えについて指導した。飼料設

計に問題が無く給与方法の問題てあると判断

した場合には，給与方法の指導を実施した。

今回の指導は，酪農家に好評てあり，継饒

指導を望む声もあったため，今後も，本方法

を継続しながら，判断の基準の改善を含めt:

酪農指導を充実したい。

（第36回全国家畜保健衛生業績発表会）
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畜産プロジェクトの発掘・
形成及び優良化について（その 1)
加藤信夫 (NOBUOKATO) 国際協力事業団農業開発協力部畜産技術協力課

はじめに

8本政府が行っている政府開発援助

(ODA : Official Development Assistance) 

ふ①二国間贈与（無償資金協力と技術協

肱②二国間貸付（円借款），及び③国際機

関に対する出資・拠出の 3つの柱からなって

いるが，国際協力事業団(JICA: Japan Inter-

national Cooperation Agency)が担当して

いるのは，二国間贈与のうちの「技術協力」

し「無償査金協力の調査・実施促進業務」て‘‘

hる。

このうち， JICAが行う技術協力は，専門家

鑓，研修員受入れ，機材供与，開発調査な

t＇に分類されるが，専門家派遣，研修員受入

誡び機材供与を一体的に行うプロジェクト

試技術協力（以下「プロ技協」という）は

最大規模の協力てあり，農林水産業分野て‘‘は

恥目て'84プロジェクトを実施している（平

成6年度現在）。これは昭和50年度の16カ国，

％プロジェクトと比較して，国数て,,2倍以上，

プロジェクト数て,,3倍以上となっている。

畜産分野に関するフ゜口技協については， こ

れまて20のプロジェクトを実施し，平成 7年

4月1日現在， 10フ°ロジェクトを実施中てあ

る。更に，平成 7年度中に 2件のプロジェク
ト(,,
ホリヴィア肉用牛改善計画及びバングラ

T、ノュ家禽生産技術改善計画）について実施

譴を終了し， R/D(討議議事録：日本側及

び相手側実施機関との間て‘‘署名される協力内

容等を記載した文書）の署名が行われる予定

てある。

また，今年度中に新たに，インドネシア酪

農技術改善計画，マレイシア未利用資源飼料

化計画及びブルガリア伝統的発酵乳製品開発

利用計画の 3フ゜ロジェクトに対し，事前調査

団を派遣し，プロジェクト形成を行うことと

している。

畜産プロジェクトは，対象畜種，実施地域，

協力課題等の観点からみて， その内容は近年

多様化している。具体的には，①乳牛中心か

ら肉用牛，豚，鶉，乳製品分野へと対象畜種

（分野）が拡大し，②東南アジア中心の協力

から中南米フ゜ロジェクトの増加，③技術開発

プロジェクトに加えて，普及タイプのプロジ

ェクトの増加となっている。

このように畜産フ゜ロジェクトの協力内容が

多様化する中，本稿て‘‘は，優良畜産フ°ロジェ

クトの発掘方法や現在進行中のプロジェクト

を優良化するための方法等について，畜産技

術協力に直接携わる筆者自身の経験等を踏ま

えて，筆者の考え方をまとめたものてある。

1. 優良プロジェクト発掘・形成

事前調査の対象フ゜ロジェクトの決定まては

外務省が担当し， その後の実施の技術協力は，

外務省の指示及び承認の下にJICAが実施し

ている。

畜産技術 1995年10月号。
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この技術協力は，途上国からの要請に碁づ

いて実施されているため，要請内容の枠組み

内て‘‘日本側の協力課題等の検討を行うことを

原則としている。したがって，優良なプロジ

ェクトを形成するためには，要請前に当該国

の畜産振興上の阻害要因を把握した上て，途

上国から適切な対応策を含むプロジェクト案

を我が国に対し要請させるのが望ましい。

しかしながら，一般的に途上国て‘‘は，畜産

分野に係る様々な問題を的確に把握し分析す

る能力は培われていない。このため，プロジ

ェクト要請に先立ち我が国から途上国に対し，

問題点分析やこれらの対応策に係る助言を与

えつつ，途上国の技術協力の受容力をも勘案

して要請内容を固めることにより，優良プロ

ジェクトの発掘・ 形成が図られるのてはない

かと考える。

また， JICAが実施している技術協力は，途

上国の自立発展性（日本側協力が終了した後

の，被援助国のプロジェクト活動の自立力。

相手国の組織力，財政力及び技術力に左右さ

れる）を重視しているが， とりわけ我が国の

投資が大きいプロ技協については，途上国の

自立発展能力を十分考慮した上て‘ヽ，プロジェ

クトの採択を行う必要がある。

(1) 途上国の財政負担，技術力等の把握

①財政負担の能力

通常，畜産分野のプロ技協ては， 5年間の

協力期間に 4から 6名程度の長期専門家（派

遣期間が 1年以上）を常時配置するとともに，

年間 3から 5名程度の短期専門家を派遣する。

機材についても，年間40百万円から70百万程

度の機材をフ°ロジェクトに供与するのが一般

的てある。

また，フ゜口技協ては，プロジェクトの実施

に必要なローカルコストの負担を途上国に義

務づけているが（厳密に言えば， ローカルコ

⑲ 畜産技術 1995年10月号

世界銀行グループ
FAO、WFPなど

（実篤機関）

国際協力峯菓団
(JICA) 

｝海外経済
協力基金など

国際農業研究協議グループ
国際獣疫事務局など

国際協力のしくみ

ストの負担は「努力規定」てあり，予算確保

のための所要の措置を構ずればよいと解され

ている），現実には，プロジェクトの運営経費

（専門家の現地における活動経費，施設の光

熱水費，試薬代，ガラス器具類等の消耗品費

等）や現地てのセミナー・研修の開催経費，

啓蒙活動費等フ゜ロジェクト活動を後方支援す

る経費の多くをJICAが負担している状況i:

ある。

以上のようにプロジェクト実施中は，プn

ジェクト実施に必要な基本的な経費をJICA

が負担し得るのて，財政的にプロジェクト話

動を継続し得ない状況に陥ることはないが，

日本側協力終了後は， 当然のことながらこれ

ら必要経費のすべてを途上国側は負担しなけ

ればならない。

したがって， フ゜ロジェクトの発掘に当炉

ては，当該国の財政負担能力を十分に調査す

る必要がある。なお， この際にはプロジェ
ク

ト実施機関のみならず，財政当局（大蔵省な

どの責任官庁）の本プロジェクトに対する財

政支援の可能性（例えば，当該フ゜ロジェ
クト



咽家政策上重要な地位を占めているかな

n等について確認することが肝要てある。
謙術力

途上国のプロジェクト実施機関の甚礎的技

勧も重要な要索て，•ある。特にプロ技協を実

傍する場合には，カウンターパート （専門家

砂技術移転を受ける者。以下「C/P」とい

う）の基礎的技術力がないと，限られた協力

麟内て＇‘一定の成果を上げるのは困難て` ある。

隷施機関（又は主要C/P)の運営・指導力

相手国実施機関のプロジェクト・マネージ

ャー（日本側専門チーム・リーダーのC/P)

等主要メンバーの運営・指導力がフ゜ロジェク

トの成否を左右する場合がある。言い換えれ

,f, 相手側責任者次第て‘ヽ，財政力，組織力等

,i大きく変わるということてある。

JICAの技術協力は，先方実施機関の主体性

切計画性に基づいて進められるべきものて‘

砂，これら能力が欠如する中て‘‘協力を進め

ても，日本人専門家自身の活動成果が残るだ

:tてある。

このため，実施機関の運営・指導能力が不

十分な場合には，政府責任機関や支援機関と

睫携を強化するなどの措置を構じる場合が

秘が，実施機関の運営能力を技術協力期間

中に裔めることは相当な困難が伴う。 したが

ぅて，可能な限り事前の調査によってこの能

股主体性を見極めることが必要てある。

淘軋織的安定度

途上国の組織改革等の影響により，プロジ

l.クト実施機関の人事，予算等に悪影響が生

じる場合がある。プロジェクトの開始に先立

;, 組織上不安定な状況が予見される等の場

令におし
‘ては，準備協力期間（一般には「フ゜

レ• フェーズ協力」と言われている）を設け
達の措箇が必要てある。

したが‘つて，過去，当該国て‘‘実施されたフ°

タイの例

且養管理技術の指遵』 河北省印料作物生産利用技術向上計画
95. 4 ~2000. 3 

餌料作物生産・謂製技術の改善

94. 6 ~99. s I技術の指湯 （今後の課題）
乳製品割造技術等の移転 / ⇒ 

格農技術の普及
肉用牛

蒙I衛生改lltii 国立家畜面生研究所ltii(I、II

77. 3 -86. 3 86. 12-98. 12 

家畜衛生水準の向上（診断技術の向上算）

⇒ 
肉用牛

86. 4 ~95. 3 

家畜繁濯、餞養管理等

酪農技術改警計画 I ⇒ 
(96年度開始予定）

農家レベルのH I 肉用牛
技術の改善 乳製品加工

国別畜産プロジェクトの関連図

ロジェクトの実施状況及び終了後の活動状況

を調査しつつ，以前行われた選挙や組織改革

の影響，中央政府との関係， C/Pの流失等を

可能な限り調査し，組織の安定度を事前に把

握するのが望ましい（これらの点は，ある程

度過去の経験から把握て‘‘きる）。

また，我が国の無償資金協力て建設した施

設をプロジェクト・サイトとして技術協力を

開始する場合には， その施設（組織）が政府

機関の組織規定等て‘制度的に位置づけられて

いること，あるいはプロジェクト終了後も何

らかの形て‘‘協力活動が継続されることを約束

させることが望ましい。

更に， C/Pは，通常その組織の正規職員て‘

プロジェクト専属となることが望ましいが，

実際にはプロジェクトのために特別に配罹さ

れた臨時職員や本来業務と兼務している職員

が配属されるケースが散見される。C/Pのス

畜産技術 1995年10月号 G, 



テータスは，プロジェクトに対する取り組み

姿勢やプロジェクト終了後の実施体制にも大

きく影響することから， このことについても

事前に調査を行うとともに，各協力分野最低

2名ずつの人員を配置するよう先方に申入れ

を行うことが望ましい。

以上の 4点はプロジェクトの発掘からプロ

ジェクトを形成する過程て‘‘調査すべき基本的

事項てあると考える。

また，後開発途上国等のように経済力や組

織力が脆弱な国て‘‘協力を開始するに当たって

は，準備協力期間を設けるか，又は協力期間，

協力内容及び規模， ローカルコスト負担義務，

運営面の指導等について，一層の柔軟な対応

をとる必要があると考える。

これら諸国て‘‘協力規模が大きいプロ技協を

開始しても，決められた期間内て‘一定の成果

を上げるのは困難な場合が多い。

例えば，個別専門家を先ず派遣し，問題分

析等を行いつつ，必要に応じ，徐々にプロ技

協へと協力規模を拡大するか，又はこれら諸

国に対しては息の長い協力を心掛ける必要が

あろう。要する特別な措罹や配慮の下て‘‘協力

を進めないと相手国も日本側（支援機関） も

途中て息切れするてあろう。

(2) セクター別協力方針の策定

これまて畜産フ゜ロジェクトを実施した国を

見ると，家畜生産の損耗の根本原因てある家

畜の疾病問題に係るプロジェクトを先ず先行

させ， その後，家畜繁殖等生産フ゜ロジェクト

に移行してきた国や（タイ，インドネシア），

酪農に係る総合プロジェクトを先ず開始し，

その後，乳製品に係る協力，さらには，飼料

作物・草地部門に係る協力を開始した国（中

国）等に分類される。このように，畜産分野て‘‘

は当該国又は地域の畜産振興全体に配慮しつ

っ，プロジェクトの発掘・形成に努めてきた。

＠ 畜産技術 1995年10月号

要するに，相手国からの要請の中から適当

なフ ロ゚ジェクトを採択するのて‘‘なく，より積

極的に途上国のニーズを把握し，当該分野に

係る様々問題分析を行いつつ，プロジェクト

形成の段階から当該国又は地域における斎産

振興を図ることを目的とする中長期的な視点

に立ってプロジェクト形成に努めることが，

プロ技協実施上極めて重要なポイントてあり，

かつ現在の技術協力て‘‘欠けている視寺てある

と考える。

このためには，途上国のニーズを踏まえ，

国内支援機関の支援能力（専門家の派遣能力）

を加味した協力重点地域（国）及び畜種別協

力方針の基て‘‘，効果的かつ実行可能な (fea・

sible)フ゜ロジェクトの発掘に努めるべきてあ

ると考える。

幸いにして，畜産分野は他の農業分野に比

して， このセクター別ー地域別協力に対する

考え方は，公式なものとなっていないまても，

国内関係者の間て‘‘はば統一的な見解が見出さ

れつつあり，現在， この考え方に基づいて，

計画的かつ梢極的なプロジェクトの発掘に努

めているところてある。

(3) 関連情報のデーターペース化

一般的に，途上国の要請書及びそれに添1寸

される関連査料の中には，要請の背景に係る

情報は十分て‘‘はない場合が多いため，国内(

新規プロジェクトの検討に支障が生じること

がある。

我が国においては，技術協力を開始するに

当たって必要なセクター別甚本統計，関連政

府組織の役割，セクター別問題点（例えば，

生産振興上の技術的問題点，疾病発生の状

況），第三国援助の現状，生活・治安情報，＇
等

の関連情報盤は必ずしも十分に蓄積されてい

ないばかりて‘‘なく，定期的なデーター更新も

行われていない。これらの碁本情報をデーク

__..... 



ーベース（特にセクター別情報） として集大

戒し，プロジェクトの発掘や採択に当たって

広（利用可能なものに改善する必要があろう。

言うまてもなく優良フ゜ロジェクトの採択に

当たっては，充実した情報羅の下て行われる

べきてあり，派遣中の専門家， JICA在外事務

蒋の協力を得つつ，要請フ゜ロジェクトの優

紐及び実行可能性を判断する上て‘‘必要な情

報を収集・整理することが肝要て‘‘ある。

I) JICAの各種調査事業の改善

JICAにはプロジェクト発掘のためにいく

うかの調査事業を実施している。 1つは「特

定分野甚礎調査」てあり， もう一つは「プロ

ジェクト形成調査（プロ形）」てある。前者は

秘広がりを持ったセクター（分野）につい

て当該セクターの現状，関連政府組織等に係

遠礎的な情報を収集・分析するとともに，

相手国政府との協議を通じ，最も有効な協力

内容又は形態について検討するものてある。

本事業は，プロ技協の実施担当部が担当して

いる。

一方，後者はよりフ゜ロジェクト形成を念頭

濯きつつ，関連情報を収集・分析するとと

麟相手国政府と協議・調整をし，援助二

ーズ調査や協力対象範囲の絞り込みを行うも

玩，基礎調査部がその業務を担当している。

しかしながら，特に後者の調査はJICAの重

繍力課題としている「環境問題」，「貧困対

策」，「WID(女性と開発）」等地球的規模の問

題を主眼とした， いわゆるセクター・ワイド

鰭 (surveyon a sector-wide basis) を行

っているのが現状てあり，セクターを甚本と

するプロジェクトの国内支援体制と整合性が

しれず，プロジェクト形成に直結しないとい

う問題を抱えている。 もちろんこれらセクタ

ーワイドな情報が的確にセクター・地域：：：：` と

遵理・分析され，将来のプロジェクト形成

...___ 

1. 新規プロジェクトの要望調査 (1年目）
①要望調査の指示 (4月）

（評価）
④回答 (8月）

③回答

JICA I協力の効果、国内支援の可能性、相手国実施体制、
協力形態等の観点から、新規案件を選定

2. プロジェクト実施の流れ
(2 年目） (3 年目）

要請の背景協力内容のツメ協ガ計画
内容等の確認 の合意

（協力期間は通常5年間）

中間評価 協力活動の評価
延長の必要性の調査

：アフターケアー協力：原則、協力終了後3年を経過すれば、実施可能
--------------" 
新規畜産プロジェクトの要請及び実施の流れ（通常の場合）

に役に立つ可能性は否定しない。

これら地球的規模の問題に対する現実的な

対応としては，途上国の基幹セクターの中て‘

これら重要な要素（課題）に配慮しつつ，フ°

ロジェクト形成を図ることて‘‘はないかと考え

る。また， これら究極的な問題の多くはその

国独自の生活慣習，宗教，社会概念等に大き

く左右されることを考えれば，限られた協力

期間の中て‘‘一定の成果を上げるためには，セ

クター・ベースの協力の中て‘これら問題解決

の「糸口」を見つけることを当面のプロジェ

クトの目標とすることが無理のない現実的な

対応策てあると考える。

例えば正面からWID問題を対処しようと

するのてはなく，畜産フ°ロジェクト（一般に

は，中小家畜の飼養管理面て‘‘の役割が大きい）

の中て‘、どのように農村女性に協力効果が神益

するかという視点の下，協力課題の中て女性

が参加しやすい研修計画を取り入れること等

畜産技術 1995年10月号 dり



の対策を採りつつ， WIDにも十分に配慮した

プロジェクトを形成していくフ゜ロセスの方が

適当てあると考える。

これら調査事業の実施に当たっては，国内

支援能力を踏まえつつ， これまて‘‘行われた調

査事業の成果を整理するとともに，過去に実

施したあるいは現在実施中のプロジェクトの

状況調査やセクターの研究にも少なからずの

配慮を行うのが適当てあると考える。加えて

当該地域や国におけるセクターの振興をも念

頭に置いた効果的かつ効率的な継続調査を行

うとともに，調査結果についてもデーターベ

ース化を図り，関係者がその調査結果を共有

てきるように改善されることが， これら調査

事業に求められる当面の課題てはないかと考

える。

(6) 個別専門家等の活用

開発途上国の多くは，問題分析，計画策定

等の能力が不十分なため，協力目的，協力内

容，期待される効果等について十分な検討を

経ないて要請を上げてくる場合が多い。この

ため，畜産分野て‘‘は，プロジェクト専門家及

び個別専門家等を活用し，当該セクターに係

る様々な阻害要因に係る情報・収集，当該国

の技術水準等についての調査を行い，プロジ

ェクト・アイディアについての検討を依頼し

ている。

特に，個別派遣専門家はプロジェクトに派

遣されている専門家と比べて，幅広い地域て‘

活躍しており，優良プロジェクトの発掘に貢

献てきる可能性を秘めている。

優良なプロジェクトを要請させるためには，

相手国における当該セクターの事情のみなら

ず，技術協力のしくみにも精通した人材が，

当該国の抱える関係分野の現状及び問題点の

分析等について助言を与えつつ，セクター別

協力方針を踏まえ，適切な協力の枠組み（案）
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を相手国関係者とともに整理した上て，我が

国に対し正式なプロ技協の要請を上げさせる

のが望ましい。

実際には畜産分野ては，個別派遣専門家（当

該国の中央官庁へ派遣される「畜産アドバイ

ザー」も含む），在外公館の農務官及びプロジ

ェクト派遣専門家がフ ロ゚ジェクト発掘の主役

を担っており，相手国ニーズや畜産振興の阻

害要因等を分析しつつ，先方政府と協力の枠

組みに係る調整も行っているケースが多い。

このように国内の支援事情を把握し，かつ当

該分野における技術力と当該国の実状に精通

した人物がその役割を担っているのが実状て

ある。

ちなみに平成 6年度（ボリヴィア，ウルグ

ァイ及びバングラデシュ） と7年度（インド

ネシア，マレイシア及びブルガリア）のすべ

ての新規プロジェクト（事前調査案件）は，

JICA専門家等がプロジェクト形成の下地造

りを行ったものて‘‘ある。

(7) JICA在外事務所の強化

現在JICAには50余りの在外事務所がある。

今後は，新規フ゜ロジェクトの発掘における事

務所の一層の役割が期待される。

新規フ゜ロジェクトの発掘には継続的かつ肘

確に相手国のニーズを調査・分析することが

必要不可欠てあり， この観点からの在外事務

所の機能を一層強化する必要がある。

これに関し，技術協力の経験（技術協力の

プロ）を有しかつ技術的観点からも要請内容

について分析しうる人材（セクター別専門羅

員）を養成・配置することは，事務所による

セクター別の問題分析，要請フ゜ロソエ`ヽクトの

スクリーニングを通じ，優良フ゜ロジェクトの

発掘に資するばかりてなく， JICAのプロジェ

クト管理・実施能力の向上にもつながるもの

と信じて疑わない。

_____..... 
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前進する
肉用牛の産地
rなかさき」

小林博行 (HIROYUKI KOBAYASHI) 
長崎県畜産課
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「ながさき」と聞いて，江戸時代の出島や

原爆投下などの歴史， そして造船業などを思

い浮かべる人は多くても，畜産を思い浮かべ

る人は少ないのてはないて‘‘しょうか。しかし，

長崎県は，中国やオランダなどの海外との窓

口を担ってきたこともあって畜産の古い歴史

を持っています。特に牛については，壱岐（原

の辻），五島（大浜）の貝塚から2,200年前の

牛骨が発掘され，中国大陸との関係も考慮し

て和牛の源流て‘‘はないかと考える学者もいま

す。また，長崎の牛は，西暦1,300年代，牛車

用の良牛として全国に名声を博していたこと

が記録に残っています。

現在も長崎県は，肉専用種の頭数が全国第

7位という有数の肉用牛の産地となっており，

今回は，肉用牛の産地としての「ながさき」

を広く知って項くため，最近の動きをこ‘紹介

します。

県史上最多頭数を記録

長崎県は， 日本の最西端に位置し，地形は

平坦地に乏しく多くの半島と離島から形成さ

れています（小さい県て‘‘ありながら海岸線の

延長は約4,175kmと北海道に次ぐ‘長さ）。農業

は， このような離島などの地域を支える重要

な産業て‘‘あり，中ても肉用牛は地域農業振興

に不可欠な作目となっています。五島や壱岐

などに代表される離島は，黒毛和牛の子牛生

産地域となっていて， それぞれの島に家畜市

場が設置され子牛取引が行われています。

長崎県の肉用牛の飼養頭数は，近年増加傾

向が続き，平成 7年 2月には 9万4千8百頭

と県の史上最多頭数を記録しま した（表ー 1参

照）。これは，本土地区を中心とした肥育経営

の拡大によるものて‘ヽ，残念ながら長崎の特徴

てある繁殖基盤は縮小傾向にあります。
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表ー 1 肉用牛飼養状況（平成 1年2月1日現在）

農家戸数
飼養頭数 I戸当たり

雌牛頭数 飼養頭数

戸 再目 頭 頭

8,460 94,800 32,800 11 .2 

(92.2%) (IOI .9%) (95.9%) (I 10.9%) 

注）（ ）内は対前年比

「倍増プラン」への取り組み

牛肉輸入自由化後の子牛価格の低下は，繁

殖経営を主体とした長崎県の肉用牛農家にと

ってはたいへん厳しいものてした。特に平成

5年度は，①低下する子牛価格の底値が見え

ない，②離島などの条件を抱え県内価格が大

幅に低落したにもかかわらず，肉用子牛生産

者補給金制度が発動にならない（四半期平均

て‘県と全国の価格に 6万 4千円の開きがてま

した。）など生産者のイライラは募る一方てし

た。

この状況に対処するため，長崎県は， 21世

紀に向けた振興方針を示した「肉用牛倍増プ

ラン」を策定し，翌年には生産者と一体とな

った協議会を発足させ，プラン達成のための

活動を開始しました。

このプランは，①農家の経営規模の倍増を

図り所得を確保する，②肥育経営を育成し地

域一貫を目指す，③他の作目との複合によっ

て経営を確立するなどを主旨とし， 目標とす

る平成13年には肉用牛12万頭，経営規模を 1

戸当たり 16頭とする計画て‘す。現在，県農林

部長を会長とする県協議会と 6カ所の地域協

議会の組織体制の下，増頭に向けた指導活動

を行うとともに，県単独の低コスト牛舎の整

備，低利の融資，優良雌牛の導入などの対策

を実施して，プランの達成を図っています。

現在まてプランは，前に述べたとおり，肥

育経営の育成が進んて‘県の最多頭数を記録す

るなど着実に遂行されています。
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表ー2 「牛若丸」の間接検定成績

I I~! は；1枝肉重量I;-ス;| □:二~ I; ラ;1推定歩留
kg kg an' cm 

(0/838) I (~: いI(::) I (~:~) I (:::) I (;~>
注）（ ）内は平成 4年度全国平均

「糸晴美」，そして日本一の「牛若丸」

今，長崎県の種畜場は名牛の続出に沸いて

います。先ずは，島根系の「糸晴美」（間接検

定 BMS2.6 ロース芯面積52cm')が現場て

も良好な成績を収め，高い育種価を保有する

ことから，県外からも高く評価されています。

更に， この牛に続いて兵庫系の「牛若丸」

が，本年 3月に間接検定の枝肉調査の結果，

ずば抜けた脂肪交雑(BMS3.3)とロース芯面

積 (56cm')の成績を収めました。「牛若丸」

は，増体旦などすべての項目ても全国乎均を

上回る成績（表— 2) てあり，現存する間接検

定済み種雄牛の中ては日本一の産肉能力てあ

る（肉質・肉址の総合的な評価として）と自

負しています。「牛若丸」は，「糸晴美」と異

なり，精液の生産本数が多く見込まれず県内

の需要が多いため，当分の間，県内供給に限

る方針としています。

行政としては，種雄牛に頼り過ぎず，育成・

肥育技術の向上を図るよう農家指導に気を付

けているところてありますが， とにかく県内

生産者，県行政にとって頼もしい若い牛逹（

す。

「あか牛の島」対馬

あか牛（褐色和種） といえば，熊本・裔佃

と思われる方にも長崎のあか牛を知って1頁き

たいと思います。長崎県ては対馬• 島原半島
南部地域て‘約5,300頭が飼養され，特に

対馬{

は，約 1千頭の牛が飼養され，子牛を中心と



しt生産が行われています。自由化以降，あ

舛も子牛価格が低下しましたが，補給金制

＇度などの対策の御陰て農家は比較的安定した

眩が確保されてきました。しかし，対馬て‘‘

,i生産者の高齢化や後継者不足などが他の地

貼り深刻て‘ヽ，今後の肉用牛振興の面て‘課題

仙積みしています。

一方，島原半島南部地域は，あか牛の肥育

應帯てあり，規模の拡大や経営内て‘‘の繁殖肥

育一貫などが取り組まれておりますが，最近

填毛和種へ転向も進み，あか牛の肥育地域

埠小してきています。

翻普賢岳噴火災害からの復興

平成2年11月17日，雲仙普賢岳は198年ぶり

活動し，翌年6月3日には大火砕流が発生

して43名の死者を出す大惨事を引き起こしま

した。被災地は，畜産の盛んな地帯て‘ヽ，畜産

農家は家畜を連れて避難しました。今ては火

山活動こそ鎮静化 しているものの被災農家の

苦難は続いています。

現在，国や義援金の支援によって， 196戸の

被災畜産農家のうち68戸が経営を継続 ・再開

することがてきるなど着実な復興の道を歩ん

て‘います。

皆さまの被災時のこ‘‘援助並びに国のご支援

に，厚く御礼申し上げます。

おわりに

牛肉輸入自由化以降，産地間競争はますま

す激化する一方てす。この競争の中て‘‘長崎県

の抱える離島・半島という立地条件がハンデ

ィとなるか，味方となるか，今が長崎の生産

者と関係者の知恵の出しどころてあると考え

ています。 21世紀に向けた肉用牛の産地 「な

がさき」に乞うご期待。

MlliJiii!HiJBJB 
●畜産分野における技術協力の要請は着実に増大するばかりてなく，その内容も多様化しております。（初畜産技術
協会としては， 畜産に携わっている技術者の皆様方に，海外技術協力に対するご理解を一層深めていただくととも
に自ら派遣専門家として海外に赴き，より多くの開発途上国の人々 と技術交流を通じた相互理解を深め，さらに
その体験をもとに日本の畜産の発展に貢献していただければと思っております。

．牲畜産技術協会は、畜産に関する国際協力を事業目的の一つとしており，海外派遣のた

めの人材登録の業務を行っています。

海外での畜産技術協力に参加したい方々，将来参加しようと考えている方々には是非登

録されることをお奨めします。

●具体的には「海外における畜産技術協力専門家派遣についての意向調査票」に記入いただき， 当会にご提出
いただくだけて登録されます。調査票については，下記にお問い合わせ下さい。

社団法人畜産技術協会

〒113東京都文京区湯島 3-20-9緬羊会館内

Tel.03-3836-2301 (代表） F ax.03-3836-2302 
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本研究ては，未経産牛において

主席卵膜の優勢および，退行また

は排卵が決定される際の超音波診

断による卵胞の発育状態，卵胞液

中のエストラジオール：プロジェ

ステロン値の比率， そして血漿中

FSH値の相関関係を調査した。未

経産牛33頭を 6区に分け，発情後

0 (LHサージ前）， 1 (サージ

後，排卵前）， 1 (排卵後）， 3,

6, 12日目に卵巣を切除した。血

液サンプルは，それぞれPGF2a投

与36時間後から卵巣を切除する日

まて.4 -6時間毎に採取した。卵

巣を切除した後，直径5mm以上の

卵胞を全てカリパスて測定し，卵

胞液を吸引した。卵胞は大きさ

(Fl : 最大， F2:2番目の大き

未経産牛の
発情周期における卵胞の
優勢および退行の選択
Select10n, Dommance 

and Atresie of Follicles during 
the Oestrus Cycle of Heifers 
Sunderland S. J., et al; 
Journal of Reproduction 
and Fertility, 101, 547-555, 1994 

さ， F3:残り 全ての直径5mm以上

の卵胞）およびエストラジオー

ル：プロジェステロン値の比率に

よって分類した。発情前 4日間て‘‘

は，エストロジェン活性のある主

席卵胞が発育し， それに伴って血

漿中のLH値は上昇し， FSH値は

減少した (p<0.05)。 1日目（サ

ージ後・排卵前）ては，血漿中LH

値およびFSH値はともにサージ

前と同程度まて減少し (p<

0.0001), 卵胞の直径および卵胞液

中フ ロ゚ジェステロン値は増加し，

エストラジオール値は減少した

(p<0.05)。排卵しない主席卵胞

は， 1, 3, 6日目てはエストロ

ジェン活性があったが， 12日目て`

は活性が消失し， 1日目から 7日

分娩前のピタミンE及び
セレンの投与か乳牛の分娩後

繁殖機能に及ぽす影響
Effect of prepartum mJect10n 
of Vitamin E and 
Selenium on postpartum 

reproductive function of dairy cattle 
Arechiga C. F., et al; 

Theriogenology, 41, 1251に1258,1994 

198頭のホルスタイン種乳牛に

対して分娩予定日の 3週間前に，

ビタミンE及びセレンを含む製剤

(MU-SE)あるいは偽薬 (0.9%

食塩水） 10mlを1回筋肉注射した。

後産停滞の発生は処理群て3.0%,

対照群て"10.1%てあった (p=

0.06)。また， MU-SE投与は初回

授精受胎率 (41.2vs25. 3% ; p = 

0. 02) を向上させ，平均授精回数

目まて‘‘は発育し， 10-12日且の間

に優勢てなくなり，同じ頃に多改

のエストロジェン活性のある！腿

が発育した。また血漿中FSH値の

一時的な増加により次の主席卵胞

のウェープが訪れた (p<0.05)。

生体内て超`音波により測定した胤I

胞の直径と，卵巣切除後にカリバ

スて測定した卵胞の直径との間I:

は高い相関があった。エストラジ

オー）レ：プロジェステロン1叡）lt 

率の変化により主席卵胞が退行す

ることが認められたが，肌胞の大

きさとエストラジオール値は次圃

の主席卵胞を決定する要因てはな

かった。

以上のことから(1)発情周期にお

ける主席卵胞の発育および退行1ふ

一時的なFSHの増減に符合して

起こり， (2)超音波画像により！腿

の動態を知ることがてきるが， 肌

胞液中のエストラジオー）レ：プロ

ジェステロン値の比率も併用すれ

ばより正確てあると考えられる。

（家畜改良センタ一宮澤彰）， 
(2.3vs2.8; p=0.03)を低下さ

せ，分娩から受胎まての間隔(121

VS141日； p=0.06)を短縮しI:,

繁殖性に対するMU-SEの効果IJ,

後産停滞の有無にかかわらず9月ら

かてあった。しかし，分娩から枡

回発情まての間隔に対する効果Ii
~ 

認められなかった。結局
分挽削

のビタミンE及びセレンの投与Ii

搾乳牛において後産停滞の発生を

減少させ，受胎率を向上
させ，分

娩から受胎まての間隔を輝凶

（家畜改良センター奥地訊
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抗菌蛋白に対する防御と
カリウムの輸送を担う
サルモネラの蛋白
A Salmonella protein that is 

required for resistence to antimicrobial 
peptides and transport of potassium 
Parra-Lopez C., et al 

The EMBO Journal, 13, 17, 3964-3972, 1994 

役入した病原体が宿主細胞内て｀

柑するためには，宿主の持つ

麻々な抗病原体分子に抵抗てきな

.tればならない。通性細胞内細菌

くあるSalmonellatyphimurium 

0sap変異株は抗菌蛋白に高感受

性を示し， invitroてはマクロファ

ージ内て生存てきず， invivoては

？ウスに対する毒性が滅少してい

；。このsapG部位の分子生物学的

ウシ内細胞塊 (ICM)及び体細

§へ分化した顆粒膜細胞の核が，

如移植を行う ことにより胚盤胞あ

iいは産子に発生するかどうか調

査した。

ICM割球は体外受精後， 7日間

精して発生した胚盤胞の透明帯

樟l惟後免疫手術しICMを分離
tる
ことて獲得した。 また，顆粒

馳胞は体外て成熟した卵母細胞

分析を行ったところ，それはEs-

cherichia coliの低親和性カリウ

ムイオン取り込みシステムの構造

強白の一つてあるニコチンアミド

アテ‘‘ニンヌクレオチド結合蛋白

TrkAと99%の相同性を示した。

SapGはグルタチオン調整蛋白て‘

あるKefCや真核細胞のカリウム

イオンチャネルに似た輸送蛋白と

推定される Keh等 Eacherichia

マイクロインジェクションによる
内細胞塊及び顆粒膜細胞の

核移植
Nuclear Transplantat10n by Microinjection 
of Inner Cell Mass and Granulosa Cell Nuclei 
COLLAS P. and L. BARNES; 
MOLECULAR REPRODUCTION 
AND DEVELOPMENT, 38, 264-267, 1994 

に付若する卵丘から回収した。そ

れぞれの核移植は，分離したドナ

一細胞を除核した成熟卵母細胞ヘ

マイクロインジェクションするこ

とにより行った。使用した卵母細

胞は， lOOμMCa2十添加のマンニト

ール中て・22分間隔て・3回の0.2

kV-1/20μsパルスを与えること

て活性化させた。核移植後の再構

築胚を体外て 7日間培養し，発生

coliの他の輸送関連蛋白とも相同

性を示した。 sapG変異株は高濃度

及び低濃度のカリウムイオン存在

下において抗菌蛋白てあるプロタ

ミンによって排除されるのて，カ

リウムイオン欠乏によってプロタ

ミンに対して高感受性となるわけ

てはなかった。sapGとsapJまたは

sapABCDFオペロンの変異株は

sapGのみの変異株と同等の感受

性をもっていたのて‘， これらの部

位は同じ抵抗性発現経路をコード

しており， SapGはペプチドとカリ

ウムの輸送に介在する SapABC-

DF及びSapJの活性を調節してい

ることが示唆された。

（家畜改良センター 小松真由美）

した胚盤胞を受卵牛へ移植した。

ICM及び顆粒膜細胞のドナー核

はそれぞれ7% (20/304)及び 9

% (19/213)が胚盤胞へ発生した。

ICMをドナーとして用いた核移

植胚の胚盤胞15個を受卵牛へ移植

し， 4頭の受胎(27%), 2頭の分

娩を確認した。顆粒膜細胞核由来

の場合は19頭への移植を行ったが，

不受胎てあった。

この結果により， ICM核ては全

能性が明らかにされたが，顆粒膜

細胞の核を用いた核移植胚ては胚

盤胞まての発生が可能てあること

が示唆された。

（家畜改良センター 的場理子）

畜産技術 1995年10月号 ~ 



5
】
コーテックス(CODEX)
鎌川浩之(HIROYUKIKAMAKA WA) 畜産局畜政課技術協力係長（牛乳乳襲却

1 経緯

最近よく食品関連の記事等を読んて‘‘いると

コーデックス（以下「CODEX」) と言う言葉

を目にしますが，簡単に言えばCODEXとは

FAO (国際食糧農業機関）とWHO(世界保健

機関）が合同て‘‘開催する委員会のことて‘‘，さ

らに詳しく述べると，消野者の健康の保護，

食品の公正な貿易の確保等を目的として食品

規格を国際的に統一するために1962年より国

際食品規格計画が開始されたことに伴い設置

された委員会（第一回総会は1963年に開催）

のことを指します。我が国は1966年に加盟し

ています。

2 組織

(1) 計画実施機関： Codex Alimentarius 

Commission (食品規格委員会）

これは，総会としての役割を果たしており，

2年に 1回開催されます。

事務局：ローマ (FAO)

参加国： （メンバー） 144か国

(2) 下部機関

ア CodexGeneral Subject Committees (世

界規模一般問題コーデックス委員会）

これは， Codexの規約，添加物・汚染物

質食品表示等に関する幅広い品目につ

いてカバーする規格等について検討を行

う委員会て‘‘す。

具体的には一般原則部会，食品表示部

会，食品添加物・汚染物質部会，残留農

薬部会，輸出入検査認証システム部会等

の 8部会より構成。

イ Codex Commodity Committees(世界

規模食品コーデックス委員会）

これは，個別品目の規格について検討

を行う委員会て‘‘す。

具体的には油脂部会，乳・乳製品部会，

魚類・水産製品部会，穀類・豆類部会等

の14部会より構成。

ウ CodexRegional Coordinating Com・ 

mittees (地域コーデックス委員会）

これは，地域の食品の規格や規制等じ

関する情報の交換や地域に関係の深い食

品の世界規格の策定の提言等を総会に対

して行う委員会て‘‘す。

具体的にはアジア地域部会，アフリカ

地域部会， ョーロッパ地域部会，北アメ

リカ・北太平洋地域部会， ラテンアメリ

カ・カリプ地域部会より構成。

エその他

UNECE (国連ヨーロッパ経済委員

会） ・Codexalimentarius専門家グ;v-

フ°

3 活動成果 (1993年現在）

ア 規格，ガイドライン等

品目規格

衛生及び技術的行動規範

219 

35 

農薬最大残留甚準 3,019 

イ 農薬，食品添加物等についての評価

農薬
187 

食品添加物

食品汚染物質

動物用医薬品

3

7

0

 

2

5

2

 

5
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，見通し

世界の豚肉在庫は， 92年に比べ，

眸及び94年初頭にかけて，若干

渭茄を見た。その増加は，極東

暉向によるものである。

94年の在庫量の増加の度合いは，

環と輸出需要の増加によるもの

である。

中目は，引き続き長きに亘り鬱

用した需要に呼応し，生産増の推

直力となっている。

訪， 93年において，旧ソ連と

ぽ肉の霊要と供給

翌[EU汀iIt5g0:Itぎ5It翌77[i:[

一
世界の豚肉需給動向

東欧の飼養頭数は引き続き減少し

た。

東欧の飼養頭数は，価格上昇に

より94年に増加したが， 1日ソ連に

おける在庫は，地方組織と農家の

問で並行的に行われているインフ

ラストラクチャーの再編成等（殻

物供給も含めて）により減少し続

けている。

主要輸入国（日本，香港）の貿

易量は，停滞しているアメリカと

対照をなして，増加した。

1990 1991 1992 

6,965 7,257 7,817 
I, 133 I, 129 1、209
792 820 830 
I ,050 I, 150 I ,200 
14,171 13,751 13、858
970 932 570 
I ,870 1、966 2,052 
3、480 3,190 2,787 
22,808 24,523 26,353 
I ,009 I, 126 i、I13 
I ,555 I ,483 1、432
5,562 5,366 5,055 
61、365 62,693 64、276

407 351 293 
440 463 25 
230 226 198 
488 590 684 
4、156 4、433 4,148 

108 128 185 
314 266 294 
235 268 117 
225 324 303 
4,281 4,426 4,338 

7,272 7、438 7、926
832 875 932 
809 859 881 
1、033 I, 140 I, 165 
13,456 13,236 13,427 
734 751 537 
I ,881 2,007 2,073 
685 639 447 
3,920 3,653 2,812 
22,573 24,255 26,236 
784 802 810 
2、069 2,083 2,087 
630 644 731 
670 695 710 
3、815 3,585 3、250
61,163 62,662 64,024 

旧ソ連は， 94年には前年に比ぺ．

3倍以上の輸入量があったこと，

また, 95年にも同様の傾向をとる

と考えられる。

米国の輸出は， 94年においても

増大するとみられる。

ECと台湾は．上昇基調に転ずる

ものと見込まれる。

東欧諸国のは．輸出動向は底打

ち（上昇に転ずる。） の兆候が見ら

れる。

単位：千トン
（暫定） （見込み）

1993 1994 1995 

7、751 8、037 8,157 
I, 192 I ,205 I ,220 
870 900 990 
I ,250 1、300 I ,400 
14,727 14、690 14,669 
500 413 395 
1、537 I, 290 I ,460 
2、560 2,260 1、900
28、544 31,000 34,000 
I, 135 I, 170 I, 185 
I ,433 I ,390 1,360 
4,764 4、680 4,532 
66,263 68,335 71、268

336 337 331 
63 210 350 
208 220 225 
653 700 700 
4,173 4,486 4,603 

197 241 225 
303 300 310 
150 175 200 
283 330 310 
4,550 4,822 4,772 

7、902 8,097 8,292 
913 931 938 
917 954 1,022 
I ,218 1,272 I ,355 
14,023 14,006 14,001 
480 358 363 
I ,585 I ,372 I ,450 
318 323 339 
2,623 2,470 2,250 
28、394 30、825 33、800
852 840 875 
2、074 2,069 2,065 
767 809 850 
687 725 750 
3,078 2,961 2,813 
65,831 68,012 71, 163 

（；主）貿易量は主要国のみ抜粋。
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120 

110 

1 . 展業全体の生産指数 100 

平成 6年の農業生産指数は，

100.0て前年 (89.0)を12.4%上回 90 

った。

これは，果実，豚，生乳等は前
80 

年を下匝lったものの，ウエイトの

大きい米が天候に忠まれ豊作とな
70 

平成6年農業生産指数
（畜産）について

一概窃（平成 2年=100)-

ー農業全体 ー米 ー一ー肉用牛

＼＼、三／

-----•一·—·一•一------.,,..--・ 

― 
ー•一生乳

り，不作となった前年を大きく上 59 60 61 62 63 元 2 3 4 5 6(概算）
回ったことによる。 図1 農業生産指数の推移 農林水産省「農業生産指数（概算） 」

120 
2. 畜産の生産指数

(1) 乳用牛は，飼養頭数が前年を

下回ったことから， 94.6て前年

を3.8%下回った。

110 

(2) 肉用牛は， 104.1て‘‘前年を1.2 100 

％上回った。これは． と畜頭数

のうち乳用種は減少したものの ，。
肉用種が増加したことによる。

(3) 生乳は， 102.2て前年を3.0%
80 

下回った。これは，生乳生産醤

が前年度を下回る計画生産数羅

て設定されたことに加え．猛暑 120

の影響により減少したことによ

る。

(4) 豚は，飼養頭数が前年に比べ

減少したことから， 89.3て前年

を3.6%下回った。

(5) プロイラーは， 87.3て前年を

5.9%下回った。これは，プロイ

110 

100 

ラーの年間出荷羽数が30万羽未 90 

満の飼養農家て滅少したことに

よる。

(6) 競卵は107.3てほぼ前年並て‘

あった。

R 畜産技術 1995年10月号

80 

乳用牛 肉用牛 生乳

2 3 4 5 6年 2 3 4 5 6年
図2 乳用牛及び肉用牛等の生産指数の推移

豚 ブロイラー 鶏卵

2 3 4 5 6年 2 3 4 5 6年
図3 豚及びブロイラー等の生産指数の推移
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一会員だより

細県畜産技術協会

I. 秋田県の畜産技術協会

秋田県畜産技術協会は，県畜産課長を会長

ら事務局を畜産課に設置し，会員数50名を

！って平成 2年10月に発足した。現在の会員

即63名て， うち県職員が55名，畜産関係団

籾職員が8名てあり，県職員が大半を占め

（いる。今後については，畜産関係団体が多

肛わたっていることから，関係団体に対し

て積極的に加入促進を行い，将来これらの統

合などを視野に入れた活動を展開する必要が

秘ものと認識している。

これまての主な活動内容としては畜産技術

凋するセミナー等を関係団体と共催してき

設ころてある。昨年度は「酪農経営のゆと

りと創設について」をテーマにしてパネラー

等を交えた発表交流会を開催し，「新しい畜産

賭の取り組みについて」を演題としたセミ

ナーを実施した。

！．秋田県の畜産

本県農業の平成 5年における農業粗生産額

,12,685億円（対前年比92.0%)て‘‘， このうち

籾7割を占め，稲作農業が中心となってい

る。このような状況の中て‘畜産の全体に占め

碍lj合は11.1%(298億円）となっている。内

甜養豚が38.3%,肉用牛25.5%,乳用牛17.7

％，養鶏が17.9%,その他畜産物が0.6%てあ

り，野菜花き等とともに米以外の農業の碁幹

椰牡して位置付けられているが，全体的な

籍は前年より 6億 4千万円ほど減少してい

"す前年比82.4%)。これは後継者不足によ

遁業や畜産物価格の低迷等の諸問題を受け，

蒻頭羽数・戸数ともに減少傾向が続いてい

ぃによるものてあり，一戸当たりの飼養

- --1 
頭数が増加し規模拡大が進むという側面があ

るものの，さらに苦しい状況が続くことが予

想されている。

しかし，畜産物は今後とも安定的な需要が

見込まれる食料てあり，良質かつ安全な畜産

物を生産することにより輸入物や他地域との

競争に打ち勝っていくためには一層の低コス

ト化と高品質化をはかりつつ生産拡大に努め

る必要がある。

このためUR対策として，秋田県ては独自

に足腰の強い農業生産体制の整備等を目標と

した「秋田県農業農村対策大綱」を平成 7年

2月に策定した。この中て‘‘特に畜産について

は，生産性の高い畜産の振興のために(1)肉用

牛の生産拡大， (2)大家畜の能力向上， (3)家畜

及び肉畜の流通合理化と価格保証の三本柱を

軸に各施策を推進していくことを打ち出した。

(1)については優良な肥育素牛の導入及び低コ

スト畜舎の設置を進めるほか，ゆとりある経

営を展開するための肉用牛ヘルパー組織の育

成を推進する。 (2)については受精卵移植技術

を活用した高泌乳牛の効率的な増殖と肉用牛

についても家畜受精卵供給センターの整備を

行い本技術の一層の普及浸透を図る。 (3)につ

いては子牛及び肉豚の価格安定事業の充実を

図るはか県単独事業として肥育牛価格保証制

度を創設して肥育農家の経営に資するととも

に，既存のと畜場を統合して近代的な食肉流

通施設を建設し，あわせて子牛価格の高位安

定と市場運営の合理化を目的とした広域家畜

市場の建設などを骨子としている。

このような情勢のなか本協会においても組

織の強化・拡充に取り組むとともに本県畜産

振興に資するよう活動を展開していくことと

している。

（秋田県畜産課照井秀雄）
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会員だより

社団法人日本食肉市場卸売協会

1 . 設立の経緯

卸売市場の構成は大きく分けて，開設者，

卸売人，買参人の 3者より成り立っている。

当協会はその卸売人（卸売会社または荷受会

社）が業務を円滑に遂行するため，相互の協

調融和を目的として，昭和35年に設立された。

発足時の会員構成は横浜，名古屋，大阪，広

島，福岡の 5中央卸売市場， 6卸売会社（大
阪2社）てあった。その後，地方卸売市場（畜

案法に基づく指定市場） も加わり，現在は中

央10(仙台，大宮，東京，横浜，名古屋，京
都，大阪神戸，広島，福岡），地方22の合計

32市場， 33会員て構成されている。大阪市場

はその後 1社に統合され，現在，熊本市場の
みが2社制をとっている。

2 . 卸売会社の業務

食肉卸売市場は，食肉の需給動向を正確に

反映する機関としてその公表する価格，上場

量情報は，一般の食肉取引はもとより行政面

ても食肉の価格安定施策等に必須の役割を担

っている。このため，卸売会社は民間の株式

会社にもかかわらず，卸売市場法等により厳

しい資格要件が定められ，中央市場ては農水

大臣の，地方市場ては県知事の許可を受け，

経営に当たってもセリ売りまたは入札の原則，

差別的取り扱いの禁止，即日上場，取引価格

の公表，一定の手数料 (3.5%), 迅速な代金

決済等，様々な規制がある。

一方，開設者（地方公共団体等）は市場の

公共性に鑑み，国の助成を受け市場施設の整

備等を行い， また，卸売会社の運営について

も様々な形て指導，助成を行っている。

R 畜産技術 1995年10月号
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3 . 市場の現状

全国の取引頭数のうち市場取引頭数（市場

経由率，ー中央市場及び指定市場一）は平成

6年は牛35.2%, 豚15.3%となっている。近

年市場経由率はやや減少気味てある。中央市

場の中て東京市場の割合は群を抜いて大きく，

牛ては39%, 豚て‘‘は31%のシェアーを誇って
しヽる。

牛肉の輸入が平成 3年に自由化されて以来，

逆に輸入牛肉の市場流通批は減少し，国産も

のも単価の値下がりから，手数料収入て営業

をしている卸売会社としては極めて厳しい経

営を迫られている。この様な中，各社は積極

的な集荷活動を行い，比較的品質の格差が大

きくまた単価の高い和牛の上場が多くなり，

乳牛が少なくなる傾向にあり，乳牛肉の公表

価格の信頼性に注文がつくケースも見られる

ようになった。

これまて‘‘食肉の流通の要としての役割を果

たしてきた食肉市場てあるが，近年，規格化

された輸入肉の増大，中抜きと称される中間

段階の短絡化，大型小売店のシェアー拡大，

等大きな変革の波の中て‘ヽ，公正な価格形成の

場として， また， 自由な集分荷の場として卸

売市場はこれまて通りては立ち行かなくなり i 
つつある。そこて各卸売会社は，輸入品を含 ＇ 

めた牛豚の積極的な集荷活動とともに買参人

の需要にあった品揃えに努める等市場のある

べき姿を模索しつつ現実的に対応していこう

としている。

4 . 協会事業

現在，当協会は，協会フ°ロパーの予算によ

る会員の経営甚盤強化等の各種事業の他に畜

産振興事業団の助成による指定助成事業を2
事業実施しており，集荷促進，適正な価格形

成等公共的機能の充実に努めている。

（専務理事清水 i羊）



ヽ
科学と社会

ふりかえり 耳をすまして また歩む

1 . 今年は，終戦50周年の年てある。戦争 農畜産業も，国内産業の一つとして，

は民族，宗教の違い，国益の争い等から起こ GATT上の「残存自由化品目」を抱えつつ，

靱）てあろうか。第二次世界大戦後も，世界 その強化に努めてきた。規模拡大は徐々に進

の各地て戦争・内戦が続き， それに巻き込ま んて‘‘きたが，生産過剰の中，生産調整が行わ

れて死んて‘いった一般市民の無念さや難民の れている。そして，今やGATTはWTOとな

詞が，この地球を包んて‘‘いる。

戦後の超大国の冷戦構造は一段落したが，

り，乳製品や米て‘、さえも工業製品と同様に自

由化や輸入拡大を余儀なくされている。

呵もフランスも原爆実験をやめようとはし 「新政策」や「畜産の新たな経営展望等の

ない。この原爆も科学が生み出したものてあ 甚本方向」等が示され， それらの中て‘ヽ，試験

る。火薬，ダイナマイト，原爆等兵器として 研究に対して大きな期待が寄せられている。

の利用は科学が人間を幸福にするという信仰 4. 科学技術は使い方一つて‘‘人間の生活を

を叩き壊した。 便利にもするし，悪魔の道具にもなりうる。

2. 広島て‘ヽ，長崎て‘ヽ，そして知覧て戦争の 完全無欠な技術はないが，研究者たる者は，

資科館を訪れるとき，特に，若くして空に， 常に新たな一歩を進めるべく努力をしていく

悔に散った特攻隊の若人の写真を見ると，心 必要がある。

嘔れる。一方，ハワイて真珠湾攻撃による 次の世紀の課題解決のための基礎的研究は

戦死者の石碑を見つけた時も，戦争の悲惨さ 大切てあるが， ことに，農畜産業に関しては，

を感じる。 "Manis mortal"人間は死すべき

存在とはいえ，天寿を全うしない無念の死て‘‘

ある。

宗教は，身近な者に対する鎮魂の気持ち，

愛情から生まれたものなのてあろう。

しかし，最近，科学を駆使した毒ガスて‘‘無

差別殺人を引き起こした宗教があったことも

記憶に新しい。宗教は排他性と過激さを持っ

て(,る。

3. さて，明治維新以降，我が国も「富国

麟」と並ぶ「殖産興業」のスローガンのも

と，工業を振興させ，貿易立国として発展し

てきた。戦後も，民間会社の共同開発や競争

厩理により，公害問題や自由化問題を乗り越

iてきたように見受けられる。

応用的に用いられる実学的要素を忘れること

なく，篤農家や老農の知恵にも謙虚に耳を傾

ける必要があろう。産学官の共同研究も増加

している。新産業の創出への期待も高まって

しヽる。

研究・技術がその晋及により，人間の幸せ

につながるよう成果を一日も早く出す様に努

め，今後の農畜産業の発展に一層励みたいと

切に思う。 (N.I.H.M) 
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一中央だより

〇技術協力の動き(1995年8月）

I 専門家の派遣

◎中国・河北省飼料作物生産利用

技術向上計画

短期専門家派遣「比較試験」

小樋正清家畜改良センター

熊本牧場飼料係長

平成 7年8月25日~II月24日

2 調査団の派遣

◎パングラディッシュ・家禽生産

技術改良計画

I 地方だより
三

■ ••Illカ情耀 噂
「鶏病防除」 吉村政雄 家畜改良センタ一宮崎牧場
畜産技術協会 、 「畜産協力」

「鶏飼養管理」 中島一平 岩倉栄

家畜改良センタ一 家畜改良センタ一宮崎牧場
平成 7年 8月25日~9月17日 平成 7年8月29日~9月1513
◎インドネシア酪農技術改善計画 3 研修員の受入れ
事前調査

「総括・飼養管理」

藤村忠彦

家畜改良センター新冠牧場

「生乳衛生管理」

平田慎一郎

内蒙古乳製品加工技術向上計画

C/P 

研修科目及び人数：

原料乳受入管理 1名

研修場所：家畜改良センター等

研修期間： 1995. 8 .28~12.29 
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三 戸
〇養豚経営の安定目指し豚肉加工

に取り組む

京都府養豚農業協同組合では，

より安定した養豚経営を目指し，

本年 6月から京都府の銘柄豚肉で

ある「京都ぽーく」を利用した豚

肉加工品の製造に取り組んでいま

す。

「京都ぼ一く」は，三品種の系統

豚を掛合せ，大麦20%配合の指定

配合飼料を給与した高品質豚肉で

す。加工施設では現在 7名が従事

していますが，その内 4名は養豚

農家の後継者（平均年齢26歳）で，

約 1年間国内で技術研修を受け，

本場ドイツのマイスターの指導の

下に本格的な製品作りに励んでい

ます。

まだ製造開始から 2カ月余りで

すが加工品に対する消費者の評判

も上々で，組合では量産体制の確

立に向けて目下奮戦中です。

（畜産課島田達生）

0しまね和牛の里づくり事業が
スタート

島根県では県長期計画 (2010年

目標）の柱として「しまね和牛の

里づくり」事業を策定，本年度力‘

らスタートした。

事業の目的は，子牛生産に偏重

した本県和牛生産の構造を転換し，

肥育基盤を強化することによって，

繁殖・肥育から加工販売に至る「地

域一貫ピーフペルト」を構築し，

「しまね和牛」の改良，ブランド

化を図ることである。

事業期間は平成 7年度から 11年

度までの 5年間，全体事業費は25

億円，ハード面では牛舎230棟，草

地580haを整備，ソフト面では繁殖

農家が肥育農家へ肥育素牛を預託

する「オーナー制度」，肥育牛の再

生産を確保するための「枝肉価格

補1賞制度」が組まれており， これ
ら対策によって繁殖 ・肥育牛あわ

せて7,500頭の増頭を目標として

いる。

（畜産振興課石井啓太郎）

0 「阿波ポーク」誕生

「阿波ポーク」は畜産の国際化

が進む中で養豚農家の経営改善(f)

切り札として，本県で系統造成さ

れた「アワヨーク」を基礎豚とし

て平成 8年 3月から生産・出荷が

開始される肉豚です。

その特徴は，増体がよ〈上物辛

が高く斉一性に富むなど高〈評価

されており，試食会での評判も ヽ
上々でした。

現在， 6戸の農家でFlが顛翡

に育っており今秋から順次3元交

配豚 (CM豚）が出産され，徳島(f)

豊かな自然環境のもとで愛情をこ

めて育てられ，京阪神地域を中心

に出荷されることとなっています。

「銘柄豚」としての生産・販廃

薮略が計画されていますカ＼現在

徳島県には「阿波牛」「阿波尾鶏J

の銘柄がすでに確立されており-

れに続く「阿波ポーク」
の活躇1こ

関係者一同大いに期待してい
ます。

（畜産課窪餌）
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＜お知らせ＞
．． 

新搾乳システム実用化推進事業

平成7年度中央専門家研修会
ーフリーストール牛舎・ミルキングパーラの低コスト建築一

〈日時〉平成 7年11月6日 （月曜日） 13. 00-17. 30 (12時開場）

〈会場〉全国家電会館（旧全ラ連会館）東京都文京区湯島 3丁目 6番 1号

〈テーマと講師〉

I. 我が国における新搾乳システムの経営経済的条件ー北米における実態調査から一

生源寺 慎一氏（東京大学）

1. フリーストール牛舎・ミルキングパーラの低コスト建築における技術的問題点

座長：野附巌氏（全酪連）

(1) 酪農先進国に対比した我が国におけるフリーストール牛舎・ミルキングパーラの設計・施

工における技術的および経済的問題点

前問千秋氏（全農設計）

(2)低コストフリーストール牛舎・ミルキングパーラの建築構造と技術的問題点

高橋圭二氏（北海道立根釧農試）

(3)総合討議

‘
 

コメンテーター 加茂幹男氏（農水省畜試）はか

〈内容〉

蔀道府県や現地において新搾乳システムの普及を担う専門家を対象とし、このシステムについ

ての知見を得てわが国に適した搾乳システムの普及・定着化を促進することを目的とする。

この事業により平成 5年度から実施している海外調査、国内調査を碁に、「新搾乳システム定着

化マニュアル」の作成を視野に入れつつ、我が国におけるフリーストール牛舎・ミルキングパー

うの低コスト建築における技術的問題点と解決策を探る。

〈参加申込み〉

定員150名。都道府県畜産課および関係団体を通じてのお申し込みを優先します。

連絡先；畜産技術協会研究開発部： FAX (03-3836-2302) 
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第8回アジア・大洋州畜産学会議
(AAAP)開催のお知らせ

小林春雄 (HARUOKOBAYASHI) AAAP組織委員会広報部会長

第8回アジア・大洋州畜産学会議 (AAAP)が，平成 8年 (1996年） 10月13-18日の6

日間，千葉市の幕張メッセて開催され，アジア・大洋州地域の畜産学について幅広い研究

交流が行われます。 AAAPとは， The Asian-Australasian Association of Animal 

Production Societiesの略て‘ヽ，農業条件や社会条件を異にするアジア・大洋州の畜産研究者

が一同に会し，家畜による食料などの生産技術の向上と，人類の福祉向上などに関して幅

広く討論を行う会議てす。併せて，アジア・大洋州の特性を活かした持続的家畜生産につ

いて， 日本が研究技術情報の発信の場となる良い機会てもあります。

AAAPの第 1回の会議は， 1980年にマレーシアのクアラルンプールて開催されました。

それ以降，第 2回はフィリヒ°ンのマニラ，第 3回は韓国のソウル，第 4回はニュージーラ

ンドのハミルトン，第 5回は台湾の台北，第 6回はタイのバンコク，第 7回はインドネシ

アのバリ島て開催され，多くの畜産関係者が参集し費重な成果が得られてきました。今回

の会議のメインテーマは「人類福祉のための持続的家畜生産を目指して」て‘‘す。

碁調講演て‘‘は，①農民の福祉のための畜産の機能，②持続的生産の甚本戦略，③小規模

畜産の生産性向上のための研究連携，④オーストラリア・日本など地域畜産開発に対する

今後の貢献の方向，⑤世界の畜産研究開発におけるアジアの位置づけ，など興味ある話題

が計画されています。

またシンボジウムのテーマとしては，①小規模家畜集団における育種システム，②畜産

とバイオテクノロジー，③家畜の栄養の改善と飼料資源の有効利用，④家畜生産技術と覆

境生理学，⑤アジアを背景とした畜産物の処理加工技術，⑥家畜排泄物の循環システムと

新利用方式の開発，⑦自由貿易下におけるアジア・大洋州ての畜産業の展望，⑧馬の栄養

と飼養，が予定されています。

アジア・大洋州地域の畜産業は，世界の食料の安定供給と密接な関係があります。この

ような時期に日本て'AAAPを開催する意義は大きく，畜産関係者諸氏のこ‘‘理解とご援助を

よろしくお願いすると共に，多くの畜産関係者のご参加を期待いたします。詳しくは日本

畜産学会AAAP係 (TEL.03-3828-8180) にお問い合わせ下さい。

R 畜産技術 1995年10月号
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i應、変異遺伝子の検出

家畜感染症、雌雄判定

廊種別・鑑定
食品微生物、環境微生物の検出
あらゆる分野におけるDNA、RNAの研究に！

D 

L:: 

DNAの増幅

電気泳動

テータの
保存・解析
プリントアウト

ATTOでは弓イフサ
イエンス／バイオテク

ノロジー研究開発の情
報誌」を発行しており

ます。こ希望の方は弊

社までこ請求下さい。

AB-1820型
ON/!>. 増幅装置
「サイモリアクターII」
¥780,000 

AE-6100型
電気泳動装置
「サブマージ・アガロース」
¥30,000 

AE-8450型
電気泳動用電源
「パワーステーションlOOOVC」
¥150,000 

AE-6920-MF型
データ保存・解析装置
「デンシトグラフ」
¥4,500,000 

ー ライフサイエンス／バイオテクノロジ一

TヽTB研究開発を支援するー-:rt-一株式会社
□本 社 〒113東京都文京区本郷7-2-3合(03)3814-4861C代表）□大阪支店〒530大阪市北区南森llll2-1-7合(06)365-7121 C代表）



トップクオリティーを価格破壊

,~rJ枯紺r., - MSG-BOW電気泳動槽
¥64,000 lllllt¥49,,800 
（プリキャストゲル専用タイプ）

高価な射出成型プラスチックを使用し、さ

らに強度を要求する上部バッファー槽には

30%ガラス粒子混入のポリカーボを使用し

たり、カセットを止めるバネにはへたりの

ないポリアセタールを使用したりと神経の

行き届いた泳動槽です。

l 0年使える最高の品質を最低の価格で • • •• •

私共が長年夢に描いた構想です。

尚、本装置は、ミニプリキャストゲル専用

ですが、オプションのコムとガラスプレー

トを用いる事により自作ゲルも使用可能で

tJt界最晶の品質をご試用Fさい
電気泳動用プリキャストゲル RESEP GEL 

一 ー

饗：—

リセップ ゲル

¥18,500/10枚
発売以来ご好評をいただいておりますRESEPGEL 
を、 94年6月にマイナーチェンジし、さらにグレード
ァップしました。最高の品質と安定性を評価していた

だくため、サンプルを提供させていただいております。

他社のプリキャストゲルに少しでも不満や不安をお持

ちでしたらすぐにこ連絡下さい。さらに弊社ではソフ

トサービスも提供しております。泳動を実行する際、

不明な点や疑問がこざいましたらぜひこ相談下さい。

またカタログモデルでは対応できないサンプルには特別

仕様のゲルを提供しております。おまかせください。

印和科盛株式会社
〒113如点都文点区湯島4T目6番12号湯島ハイタウンB棟IF 〒227神奈川県横浜市緑区しらとり台 55ー21
TEL. (03)3815-4041(f1:l FAX. (03)3815-4048 TEL. (045)981-0379 FAX. (045)98Zー0752

〒063札悦 市西区八軒 10条束 3―r目 1番 28号 〒305茨 城 県つくば市大字下 横 場字塚／原 227ー93
TEL. (011)756-1821(灼 FAX.(011)756-1763 TEL. (0298)37-2181 FAX. (0298)37ー2234
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